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に行われた 2)0 1960年ごろまで.iiI林を支えたのは股地改革によって誕生した rl作
股家を含む中 ・小脱模の森林所有.fi-であった。
この戦後に拡大造併をした森林が、間伐期に述した段階において1日伐が問題に












は {l~ な所得として JQl 待されていた 。 拡大造林の盛んな 1960 11'代には、早ければ
拙政後15年前後から起場丸太咋への利用見込みがあり 、その後数ドilの間伐の叫に

















1 ha 当り3.000本脱皮の植裁の場介、森林の保全 |二、間伐を必須とするという断定
は凶難である 3}~ 艇かなことは、間伐を実行した Jjが森林保全 1: より有効であり、

















1: .加工 ・版光までj りが1980年に発表された。内科は、はじめにl出伐の I的と
|出伐本選定β法として密度管埋似lの説明をして、そして採材)j訟について述べら





































どまり、全同を視野にいれた研究はまだなかった J 981年より IU伐に対する総介
的な対策である rnu伐促進総介対策Jが実施され、第一期 事業の 5カ年が経過し
た1986年に f今 I1のI'J伐 その実態と課題J7)が発ぶされた この報告l'}ではHり
伐問題に対して 間伐」部面のみに視点をあてて補助金をつぎ込んでももH態の
打開はなかなか凶難であり 、また、 森林法では 森林の過伐に対しては ~I: ~:;\.に
敏感に組み立てられているが、 t:.伐までのli1Jの rIU伐』を合む似 (1・管理 l(Jiは1，¥1
次的な事項としてis慌 してこなかった。 それ故、 間伎は1J政の指導ゃ;た./'iの
{動きかけがあっても、森林所有占rrl身の判断ににまかされていた 。 しかし、森








たものに藤原二大氏の 了価絡分析からみた間伐小径材の市場構造 a 戦後造林の
瓜イJ:へのー接近 ー』れ がある 。 全 l司の中で|削伐小樫材を多く~仰している叫崎以
/i'll城、愛媛県久)j-、二重県松阪の11]伐小径材の (dfi柿の相関係数を分析することに
より結論として 3点指摘している 第ーには、 IV伐木でもよr112cm以上の ・般
材の場合には地岐を問わず明らかに統一 された市場、従って価怖が決定される
第 :には、本1IOcm以下の I小筒材ではそうした統一性がみられず、地域的な ;，/，:
給関係の有りように規定Jされている。第三には、 11¥径材の rli!J，}は控築材市場 l
にとどまらず、 上本用材である仏、支柱、足場てすの市場も{師柿形成の大きな~閃
となっている そして、このような結論の tで、話要側から 1m伐を促進させる )J
































1 3 課題と )i法
r 1m伐川imJには 2つの側面が合まれている。そのため、 10伐実行泊料そのも
のだけ、すなわち、 II~ 伐計 111可から n~ 伐木の設定、伐採までを分析するだけでは不
卜分である 。 1m 伐実行を決定する主な要閃として|間伐材の;が~榊込-つまり IIU 伐材
がどのように版先されるかがある。それを知るために小?を材のdi掛楠.ireを明らか






















旅辿 ・加工への森林組合の関わり Hの違いにしたがって、森林組合を 3つの::lJjJC1J
に分け各類型の典明となる 3つの森林組合の分析を行う 。典型例の分析では、そ
の地域の社会 ・料済条件の lj'で、 IU伐促進に|則して森林組介がどのように行動し、
どのように機能しているかを分析し、森林組合のn日伐推進のメカニズムをlリjらか
にする。
( 1 )林政総合協品会編 日本の込林百年史 1本林業調売会 1980年
(2) lij掲:日本の造林百年史 PI7 
( 3 )佐倉初夫 ・鈴木誠 ・成制持1':5 33年IU無下人れのスギ納品j也の現状 林業
技術可0449 P12--16 1979年
( Ij)坂口勝美監修 間伐のすべて 生産から搬出 ・加工 ・版先まで - 11小林
業調子E会 1980年
( 5 )林野庁経済J.I! 間伐材の'I=.j1長及び需給に|瑚する調査研究 1971年
( 6 )林野庁企 1，1諜 新たな情勢に対応した|制伐の促進に必裂な品条件に!則する
調査報告書 1976年
( 7 )鈴木 喬今日の間伐 その実態と諜地 林政総研レポート ¥031 (財)
7 -
林政総合調古研究所 1986年
( 8 )藤原三ー犬 価枯分析からみた間伐小径材の市場情造 - lj没後遺林の現イFへ
の ー接近 一 点火筒報 ¥058 P 138--153 1986年
( 9 )藤原 三点 Itl九州の間伐フロンティアにおける森林経常と"J均 (森田学












た 1・2I 。こうした中で、間伐を促進するための基盤づくりとして1971年の .nu伐














ところで、政2・流辿問題としての 「間伐問題 への施策は、 1980年代に入っ
ても引き続き行われるが、新たに資源政策としての間伐施策がはじまる。1979年
からの r森林総合整備事業.や1981年からの 『間伐促進総合対策l、1985年から
の 新聞伐促進総合対策Jや f1出伐等林業活性化緊急対策 'JC;RJなどでIU伐作業
9 
への Ir'{接的な補助金支出が実地されるの 森林総合格備 'H~ は似 (f作業の ..I!J
として除伐作業の延長ヒに間伐を取り込んだものであり 、森林干完備に施策の 1的
がおかれている これに対し、 no伐促進総合対策 は、間伐の促進とともに、
1日伐材の流通 .JIよ ・利用対策の総合的実施をめざした補助体系であり、 「新IU
伐促進総合対策 lでは、 fl剖伐材の利用システムの開発 を尚げ ~l~ ~の拡大をも
11mとしており、 1970年代の1m伐政策の考え )jを引き継いでいる しかし、 IU伐
材の流通 ・加工広盤摂備だけではなく、間伐にlI'i接助成が行われるようにな った
こと、森林繋備.;1・Ilbjと間伐生産をi!h結し森林税制i;nl珂に沿ってIU伐を推進するこ
とが椛り込まれたことが、 ここでは ífL~ であろう 。 少なくとも政策としては、 IIU
伐は収捺を生みt1¥さないが森林整備の一環であるとの基本認識をぷしたことにな
る 一方、森林組合等の事業実行現場においても、多くの場介、 rWr間伐促進総
介対策 !の事業は 森林総介戦術'jÇ~ j と r{î] 列に認識されており、この前i からも、
I1U伐問題 は、森林資源発備1)題ないし森林保全問題であるという認識を強め
ていると理解できるわこのように 間伐問題 に内従する間伐材流通問題と森林




森林組合の主~な・H業部門としては、指導、 j坂光、 購買、利川、金融の 5 f1! 1") 
がある。その中でも販売および利川部門は、組合、H ~において大きな位置を~，め





{II 1えしている。総利維をみると、 1965-1975年は、 |何年比で14%-29%の宮1)介で





は前年比19-37%のfl長をみせるが、 1975年以降、 12-18%、1982年以降ム 2 




Jえ 2 1 部門別事業収益の#E移
単位:I'jノJ円、%
年度 指導 販売 購1 利用 金融 その他 合計
1980 3. 200 67. 188 30.289 104.518 13.595 7 218.797 
収 1981 3.297 63.562 30.213 113.406 14.643 22 225. 143 
1982 3.251 69.739 29.059 115.199 15.709 18 232.974 
益 1983 3. 196 69.799 28.281 112.320 16.333 3 229.938 
1984 3.058 14.454 28.368111.565 16. 192 30 239.666 
制 1985 3. 061 87.828 27.498 127.868 15.672 109 262.036 
1986 3.024 93.971 26.267 132.284 14.624 30 270.201 
1987 3.010 103.865 24.918 136.338 13.365 29 281， 526 
80-81 103.0 94.6 99.8 108.5 107.7 305. 1 102.9 
liJ 81 82 98.6 109.1 96. 2 101. 6 107.3 81. 8 103.5 
82 83 98.3 100. 1 97.3 97.5 104.0 14.8 98.1 
1' 83 84 95. 7 106.1 100.3 104.1 99.1 1122.1 104.2 
84 85 100. 1 118. 0 96. 9 108. 8 96.8 367. 5 109.3 
比 8586 98.8 107. 0 95.5 103.5 93.3 27.4 103. 1 







41 %で推移した。 .方、販先部PlJの利益割合も30-42%で推移した。 この時期jの
森林組合は、利JJj部門への依存度が高まりながらも、両部門にほぼ同じ割合で依
かしている。 しかし、 1973年以降は、利用部門への依存度がさらに高まり、 1975
年以降は利用部門へのそれが48-61%、販売却1"]へのそれが23-31%で推移する今
さらに、表 2 2でみるように 1982年以降は利用部門への依作度助大の傾向に
尚1:めがかかり、販売部門へわずかながら依か!立を高めてきている
止え 2 -2 森林組合の部I"J別利保構成比
'it位:%
年j立主 指導 販売 購買 利川 金融
1980 2.34 28.71 10. 15 55. 04 3.76 
1981 2. 37 23.32 9.83 60.62 3.85 
1982 2. 15 25.07 9.64 59. 34 3.82 
1983 2. 16 25. 18 9. 15 59.52 3.98 
1984 1. 88 26. 18 8.92 59. 18 3.85 
1985 1. 67 27.04 8.35 59. 18 3. 70 
1986 1. 75 26.57 7.89 60. 30 3.50 








の部門収益に占める訓合は、版光事業が28.2 % 、林産事業が48 .5 % 、加_L 'H~ か
23.390となっている。また、林産 ・加工事業に取り組んでいる組合はまだ少なく、
林克事業取扱組介数は、 1. 040組合で全体の60.4%、加工、J業は 357組合で20.7
12 
%となっている 林産 ・加('J %iは、収益の尚さの制に取扱車n介が少ない。この





Aえ 2 3 森林組合事業収誌に .liめる間伐・H業収入の比率
Ijt位:{立円， % 
年度 1984 1985 1986 1987 
総収議 2，400 2.620 2，702 2，815 
比本 3. 04 3. 09 3.96 4. 19 
販売部門収椛 745 878 940 1.039 
比7事 9.80 9.23 11.38 1)， 36 
ーーー ーーー ーー ーーーーーーー-喧B・喧・ー・ー ーーー -ーーー ーーー 骨ー骨睡ーーーーーーーーー喧ー ・ー・ーーー -.・ー司ー
1 補助金収入 39 41 55 61 
受託経1'1収入 34 37 48 52 
販売金制 3 4 5 




り高Ilみが盛んになってきている。 1987年には、-'EII~ の 1. 063組作、 61.7%の森林
組合が何らかの形で間伐事業を行い、事業収入を1ft・仁している また、森林組合
事業の中における r日伐事業の位抗をみると 〈ぷ 2 3)、間伐事業収入は総収









Aぇ 2 4 施策別間伐実施而積
I1円、~. : T-ha 、%
間伐補助 造林補助 都道府県
事業 森林総合等 単独 融資 n均等
ゴ|二度 面積 比〉が 面積 比3十t 1m i 比 ~t1 1M桜 比率 IUI ，f}'l 比率
1981 91 39. 1 53 22. 7 16 6. 9 27 11. 6 46 19.7 233 
1982 92 37.7 64 26. 2 18 7.4 29 11. 9 41 16.8 244 
1983 93 36.6 76 29. 9 16 6.3 28 1 ].0 41 16. 1 254 
1984 93 36.8 74 29. 2 18 7. 1 27 10.7 41 16.2 253 
1985 96 36. 5 80 30. 4 20 7.6 25 9.5 42 16.0 263 
1986 150 50.8 72 24. 4 16 5.4 21 7. 1 36 12.2 295 
1987 150 49.2 83 27. 2 17 5.6 19 6.2 36 11.8 305 
1988 151 48.6 90 28. 9 J 6 5. 1 15 4.8 39 12.5 311 
陀:1)間伐促進対策関係資料 (林野庁間伐対策本 1990)により作成
2)間伐補助事業には間伐促進総合対策等の補助・H業が合まれる
IIU 伐実行祉のれ~!Jt\が現在のレベルで行われるようになるのは、 1981 年の間伐促
進総合対策以降であるが、それ以前にも各種調奇でi出伐実行1m脱が発表されてい
る。 1971年か ら1975年までは年64下haの間伐がおこなわれていたが、1977年には
それは 100千ha、1979年には 151千haと急速に哨加してきた引 l これは、戦後.it林
水が間伐期を迎えたためであった。 しかし、間伐が実行された[(1]杭は間伐必安林
分の一部で多くの求問伐林分が脱された 。 そこで、 1981年より総合的な間伐~IU 助
'JCj佐が開始されたわけである。 1981年以降削伐ItlI般は徐々に.WI)11し1988年には31
I T-haとなったの
1981年以降の施策別の間伐実施Ifli磁をみると (ぷ 2 4)、 1981年にはn)J 
守で46千ha、融資で27千haのIU伐が実施され、それは全体の 3"刊を r1iめていたが、
14 
1988年になると、 n)Jが39千ha、融資が15千haに減少する 他ん、 IU伐促進総合




ように 198011:1¥: Iこl出伐・jc業の中で間伐補助事業が主流になっていった a また、間
伐のfq~、 T をみると(ぷ 2 5)、市町村、森林所有.(r'等、その他による|出伐




p. 2 3 仰い下別!出伐面積の推移
Fj1位:)J' ha 、%
市町村 森林組合 ・ 森林所有者 その他
1:.産森林組合 等 団体 ・組織
年度 面積 比3終 l面積 比率 面積 比7争1 面積 !t:終 (tu制
1981 5 128 55 82 35 19 8 233 
1982 7 3 142 58 76 31 20 8 244 
1983 3 150 59 79 31 18 7 254 
1984 10 4 149 59 76 30 18 7 253 
1985 8 3 158 60 79 30 18 7 263 
1986 6 2 195 66 71 24 24 8 295 
1987 9 198 65 79 26 18 6 305 
1988 6 2 205 66 81 26 19 6 311 
注:1)間伐促進対策関係資料 〈林野庁間伐対策窒 1990)により作成









はじめに、林野JrrlU伐対策室の l間伐小径材の利用に閲する資料J 7 、IjJ対策
室の 都道附叫における|出伐促進運動の実施状況J8)、林野Jj'の H日伐材の有効
活用事例!，ß J 町 、今 II~ 榊巡・改善協会の f 林業・JS業実施必悦マニュアル 林榊'H例
1 0)に制"配されているHU伐IlJlI1.加工 ・流通にかかわっている蒜林制作の恒例を格





ぷ 2 6 I出伐'1:..PE・加工 ・流通の
実行形態別森林組合数(1989年)
単位:組合数、%
1><: 分 主Il介数 比 率
IU伐生政 25 15. 3 
IW伐I主席 ・j坂ゾ己 6 3. 7 
間伐IJ:.応 .}Jn仁 8 4. 9 
販yE 25 15. 3 
版2・加 f. 7 4. 3 







f践がぶされている ぷ 2 7にぷすようにこの資料に掲載された工場数は 331
であり、そのうち森林組合経科が99工場、森林組合述合会経営が14工場である
IlU伐材の加工 'r:場に占める森林組合 E場のシェアは工場数でみると、約30%であ




ぷ 2 7 IU伐材小径材の加工工場数(1989年)
単位:工場数
~Ut . ~t隙 ・
地域 北海道北関東関点 1iI'州東海近畿中国内[14 九州 ，;1・
森林組合 7 14 3 8 14 14 13 8 18 99 
(16.7)(25.0)( 13.0)(32.0)(34.1 )(42.4)(31. 0)(29. 6)(42. 9)(29. 9)
森組述合会 1 4 12 - 1 23 ・ 14 
協同組合等 4 






























表 2 8 間伐材の R~材市場流通 ( 1989年)
単位:t!i場数、 m3、%
rli J品数 ポ材取扱.:J 間伐材取J及:I¥ HU伐材割合
I~ 分
総14 一 市場当 総量 _. rli・4}吋
民IUJ1i 地 177 4.446.349 25. 121 1. 086. 746 6. 140 24. 4 
森組系統 155 2.902.012 18.723 1.067.644 6.888 36.8 




でなく、 Wx~J~ ・ }111 J. j，品開にも深く関与していることがわかる しかし、森林組合
が各々の過ねにどの担j真|則うしているか定量的に把擁することは凶燥である。そ
こで、北海道を除く IIU 伐 l師硝の多い 19県庁の間伐担 ~Ií.fi'に対して1日伐完行状祝の
アンケー卜 1関売を実施した。その結果、 15県より川符を得たが、 l以については
川容内特が不十分のため、それを除く 14県、 141rli UIJ村のデータが伴られた。アン
ケート調官では、千十以内の|出伐iI上位10市町村の|出伐Ilri積、材航、利川材航、1:





0-300か2611町村となっている。平均すると、 1di町村吋たり 442haとなる ま




表 2 9 jよ扶別1m伐実行面積 表一2 1 0 IlHえ材利JI]:終
( 1989年度) ( 198911' J立)
ha rh町村数 比 )~C'lI) % 市町村数 比 :争.~ ( ~ ) 
-100 。 0.0 -10 21 14.9 
-200 14 9.9 -20 14 9.9 
-300 26 18.4 -30 1 7.8 
-400 34 24. 1 -40 15 10.6 
-500 27 19. 1 -50 20 14.2 
-600 12 8.5 -60 10 7. 1 
-700 14 9.9 -70 10 7. 1 
-800 3 2. 1 -80 6 4.3 
-900 6 4.3 '" 90 16 1 J.3 
-1. 000 0.7 -100 18 12.8 




資料:r日伐アンケート結果 注 :比率は総数 14Jに対する {If(
tE:比率は総数141に対する11'(
次に Il伐のf主席 .)Jl [・流通過程の担い手をみると(ぷ 1 1 )、伐採 ・
搬出過刊は、森林組合、林家、 AE材生産業者によって判われているに森林組合は
138市町村、 98%の地域で組い手となり、伐採 ・搬出上なくてはならない存在と









製材用であることから、製材業者が 124市町村、 88%の地域て，.JI:I:過刊を判 って
おり、税林組合は40;fi 町村、 28%で加工過程を担っており、その他 支社 ・杭加
工業高)が40rli町村、 28%の地域で加工過程を拘っている
ぷ 1-1 ) IU伐生産 ・流通 ・加工過程の担い手別 diOIT村数 (1989年度)
I11¥'， : rh町村数、%
区分 森林車11 什 林家素材生産業者民間ポ材 di・!J，~製材業-('í'その他
イえ保 ・搬出 138(20) 92(82) 31(28) 1 ( 1 ) 
1 ( 1 ) 98(14) 65(58) 22(20) 







-・・ーーーーーーー-----------------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ー-....-.. 'ー ..........ーーーーーー・・---ー・・ーー ーーーーー←T .. .. ..・・・ー ........... . 
加工 40(15) 124(25) 40(0) 
28 ( 1) 88(18) 28(0) 
資料:nu伐アンケー トs調査の結果




















行った すなわち、 nu伐過程と間伐材の流通 ・加工過ねを 1)伐保・搬出、 2)ぷ材
販光、 3))J[J Lの各過胞に分け、各過程を重点的に拘当する 3つの砲に森林組合を
類型化した 。 伐保 ・ 搬出 i曲松を主に但っている類型には、 ~I;~ 下以険 lìíj ，:.~山森林組








( 1 )林野庁経柿諜 1日伐材の生産および需給に閲する調術研究 1971 年
( 2 )林野Fj-:企l'町諜 新たな的勢に対応した間伐促進に必民な市条件に l刻する調
査報 ~Ii.l l ~ 197611"' 
(3) K. ILou Thinning Policy (R.HANDA:FOREST POLICY JN JAPAN. P8493) 
日本林業訓奇会 198811: 
('1) 1974年までの分析は、森山学 森林組合論 地球社 197711'を参I1日した
(5) 1975--1980年までの分析は、野田英志 戦後における森林組合の民間と機
能に関する研究 ・愛媛県を事例に ー 愛媛大演報 ¥026 PI--1I3 1983年を参
照した
( 6 )林野庁|間伐対策空 間伐促進対策資料 PI3 1990年を多l!(t
( 7 )林野庁間伐対策宅 間伐小径材の利用に関する資料 199011: 
( 8 )林野庁間伐対策宅 都道府県における間伐促進運動の尖施状悦 1990年
( 9 )林野Ij; 1m伐材の有効活用事例集 1983年







実行組織は森林 ~IL介が llt;定されているものの、各地域における連川をよL ると、林
家を臨時作業I)[Uとして佐録し、形式上森林組合がが業を実行したことにして、
実際は、林家が宍行している例が多し、。 これは補助金が文1されるにしても森林


















1970年からの人1の推移をぷ 3 1に示した。1970年に 17.573人であった人
22 





年JSt 総数 減少率 0-19 比3答 20-59 比3十1 60成 上七〉終
成 歳 以 l:
1970 17.573 6.090 34. 7 8.932 50.8 2.551 14. 5 
1975 16.285 92.7 5. 041 31.0 8.545 52.5 2.699 16.6 
1980 15.228 86. 7 4.274 28. 1 8. 095 53. 2 2.859 18.8 
1981 14.979 85.2 4. 158 27.8 7.928 52. 9 2.893 19.3 
1982 14.742 83. 9 4.000 27. 1 7.798 52. 9 2.944 20. 0 
1983 14.590 83. 0 3.926 26.9 7.671 52.6 2.993 20.5 
1984 13.321 75.8 3.767 28.3 6.458 48.5 3.096 23. 2 
1985 14.237 81.0 3.626 25.5 7.402 52. 0 3.209 22. 5 
1986 14.049 79.9 3.550 25.3 7. 135 50.8 3.364 23.9 
1987 13.867 78. 9 3.449 24.9 6.921 49. 9 3.497 25.2 
1988 13.720 78. I 3.347 24.4 6.757 49.2 3.616 26.4 




の下げ幅は少ない(ぷ 3 2)。全体としては第・次産業から第.次 ・第一次
産業への就業行の修行がみられるものの、段業従事右は198511'時点でも]， 417人、
18.9%を占めている このように多くの就業者が股業に従事しているのは、佐同














』ぇ 3 -2 政業別就業者数の推移
'1位:人， % 
総数 第一次F工業 第二次産業 第 二三次分頒
年度 j辺業林業その他小計製~~挺その他小 ，n 保ゴ長 イ〈白色
1970人数 9，130 3.233 107 26 3.366 2. 467 991 3，458 2.298 8 
比率 100.0 35.4 1.2 O. 3 36.9 27.0 10.9 37.9 25. 2 O. 1 
1975人数 8，023 2.245 60 20 2.325 2.287 1. 121 3，408 2.278 12 
比率 10.0 28. 0 0.7 0.2 29.0 28. 5 14. 0 42. 5 28. 4 O. 1 
1980人数 7，839 1. 745 42 8 1.795 2.370 1.220 3.590 2.447 7 
比 i~ 100.0 22.3 0.5 O. 1 22.9 30. 2 15.6 45.8 31. 2 O. 1 
1985人数 7，498 1. 417 39 10 1， 466 2.353 1. 213 3，566 2. 457 9 





区分 作物名 l主情規模 単位 租生産額
耕 コンニャク 19.391 a 262. 772 
手E 野菜・ 1;集 8. J 60 a 203.415 
剖l 1.~ :!長 12.900 a 96.631 
1"] イ包き 1.382 a 57.458 
いも矧 2.639 a 42. 220 
飼料作物 2.496 a 18.832 
米 1. 909 a 18. 162 
果実 179 a 8.950 
雑殺 ・ ~i 溜1 1. 417 a 3. 287 
J(~ 134 a 947 
ーー ーー ーー ----ーーー---ー ・ー ・・ー ーー ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 司ー・ー ーー ー ーー ーー ー
IJ¥ jト 50.607 a 712.674 
耕 シイタケ 2. 125.600 本 646. 133 
事E 酪股 640 頑 325.714 
以 肉牛 130 昼n 91. 000 
外 j豚 l， 290 頭 43.080 
の なめこ 94.821 {凶 40. 559 
百日 乾シイタケ 10.000 kg 30. 000 
rlJ 保卵~ 7.850 羽 19.659 
しめじ 300.000 。司 18.230 
加 工段成物 10. 010 
-ーー ー 骨ー骨ー ーー ーー -ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ー ーー ー ーー Fー -ー-ー ーー ーー ーー ー ーー ーー
小J十 1.224.385 







てみよう " J~ :t の tll't産額はみ 3 3にぶすとおり、193.700力1、技峰山町iは
50.607 aである このうち米作は緋地面積では 1.909a、1.816))ド!と全体に，!iめ
る訓合は少なく、米以外の商品作物の生産が盛んである。畑地作物ではコンニャ






J~ l!経営についてみると、下仁川町の全性体数 3 ， 812のうち、 j災家は1， 146軒
(30.1%)であり、うち専業股家は 13.4%、第 -，H(J長業股家が27.1%である。ま




また、農産物取公金額をみると、ぷ 3 4のように販光なしj災家が30Ilt ':，.、
26.3%に達しており、特産の向til，作物をもっとはいえ、段業所得に依存しない股
家も多L、。このことは、経営耕地規模によって胤定されているところが大きいと
4・えられる。 ドイ :1I UIJ は、 1.0ha未満の}良家の比本が88.5% を，'i めており、昨，U~M










阪32 10万円 10- 50-- 100-- 150-- 200--
なし ノ長満 50 100 150 200 300 
下イてHlIRJ 股家数 301 72 165 142 90 92 89 
情成比 26. 3 6. 3 14. 4 12.4 7.9 8. 0 7.8 
n馬県 民家数 18.4657.818 17.716 12.041 8.638 6.561 6.855 
構成比 19. 8 8.4 19. 0 12.9 9. 3 7.0 7.3 
'1.枕:) i、%
300- 500-- 700- 1. 000--1. 500-2.000-3.000-
500 700 1. 000 1. 500 2.000 3. 000 言ト
94 43 26 15 5 7 5 1. 146 
8. 2 3.8 2.3 1.3 O. 4 O. 6 O. 4 100.0 
5.998 3.308 2.346 1. 519 718 625 756 93.364 





















述べていく 。人 r.林の間積は19901'.現在で 7.154ha、人工林水57%となっており、
m" .U~ 以全体の人 L林'-%に比べて llE い c おもな航法制純は、スギが78% を山め、成
りがヒノキ、マツ、カラマツ、広史樹であるの また、齢級構成をみると 〈ぷ 3 
5 )、W齢級をピークにして¥'-VJ齢級の人 r.林が多くなっている 】造林IJI柿
は1970年には 144ha、75年には70ha、85年の37haと大きく減少し、 88年には26ha





I m rv V VI ¥1]晦 IX X XI- 合 I~ I~ 
1M杭 242 632 983 1. 520 1. 357 1. 136 320 314 252 132 220 7.108 
比}.y.l 3. 4 8. 9 1 3.8 2ト4 19.1 16.04.5 4.43.51.9 3.1 100.0 










ている さらに、 IU伐は林家の自 b実施だけでなく、委.if:. o，ti負作業が多いこと
が特徴となっている
;. 3 6 .IX;イi林の造林[面積の推移
'P. 1、~. : ha 
年度 !日 rli 1lIj'村 公社 一般 公問 総数
1970 128.87 15.52 144.39 
1975 2.41 10. 65 57 70. 06 
1980 6. 5 1 1. 1 43.51 10.69 71.8 
1981 4 1 J.66 29. 44 15 60. 1 
1982 4 6.06 26.87 15.7 52.63 
1983 1.2 3. 4 53.43 14 72.03 
1984 2.31 O. 09 4.45 37. 17 28.74 72.76 
1985 7. 18 20. 04 9.48 36.7 
1986 1 1.19 10.63 8 30.82 
1987 O. 6 7.7 5.24 7.8 21. 34 
1988 1.70 7.65 3. 01 13. 15 25. 51 
資料 :f(: .ll-j Y，~林業統，:1' l~~ 各年度版
-29 -
表 -3 - 7 保有山林の作業別農家林家数
恥位:千}1、}1、%
航 本4 下刈りなど 販売間伐 切除てIU伐
委，;[. 委託・ 委託・ 委4 ・ J~ 家
実施 "1?1 実胞 請負 実施 訪ね 文胞 町，'1f.t 林家
林家数料家数林家数林家数林家数林家数林家数林家数 総数
全同 150 22 727 76 27 9 145 17 1. 981 
iヒ:終 7.6 14.6 36.7 J 0.4 1.4 34. 1 7.3 11. 8 100.0 
11下馬!f.~ 1. 636 267 8.753 1.062 382 132 1.816 256 26.987 
比3終 6.1 16.332.4 12.1 1.4 34.6 6.7 14.1100.0 
497 37 15 132 16 978 下仁川
比 )t~
97 
9.9 9.3 50.8 
49 






F仁川UlJは19551:に川 5lUJ村が合併して現在に至っている。 この l町村作併以降、
川町村 tjt位に成立していた 5森林組合のうち 3森林組合が19601rに介併し、さら
に1965年に成る2森林組合も介併して、現在の F仁1]町森林組介となった。 この
森林組合は、 ( 1 )林業Jl;盤の拡充と相まって林 ・作業道開設による|出伐促進、















役;刊を~たしている 。 このような体制のもとで、 l吋地共同施業計阿の，没 ，'r. 、千千純
~lllll)J 'H 2詑に fl~ う委託契約、林道 ・ 作業道開設計 lillj と介立形成等のために、 i也付."-('i'、
比部:r-;の会合が頻繁にもたれ、組合職員も参加して介立づくりにおおきな役叩lを
*たしている。
主 3 8は下仁田町森林組合の部門別 損主主額のmi移をみたものである
比して明かなことは、利JIfil"J :および販売部門を小心にした事業展開しているこ
とである 。 両部門とも年による削減は見られるものの長則的にみると微!ì'1 で 1(1~ 移
している 3 全同的な森林組合の1ft:移をみると、 198011:'ころまでは利川部門の泊、激
な拡大がみられ、販売却門はf'lびてはいるもののあまり日だたなし、。 それに対し
て、 F仁田町森林組合の場介には、両部門ともほぼ並んで微増傾向をぷしている















表 3 8 訴林組合の・J~業部門別損益額の推捗
単位:千川
年度 部 r， 
指導 j坂必 腕口 利用 金融
1966 938 5.235 318 l. 11 698 8.300 
1970 1.346 4.709 637 7，946 l. 126 15.764 
1975 1. 697 9.025 2. 419 17，947 510 31， 598 
1976 740 19. 169 1. 065 20，055 628 41， 657 
1977 3.346 14， 109 2.302 27.303 770 47.830 
1978 925 14. 971 2. 786 32.452 513 51. 647 
1979 2.705 17.312 3. 381 37.826 965 62. 189 
1980 430 32. 912 2.639 44.482 1. 029 80.632 
1981 -1.818 19.525 3. 925 50.873 1.273 73.778 
1982 -1. 187 23. 189 4.079 57.393 1.987 85.461 
1983 -1. 356 8. 648 5.829 83. 195 1. 916 98.232 
1984 -1. 143 36. 183 6.293 5.219 2.497 99.049 
1985 392 24.506 3. 113 64，476 2. 150 93.853 
1986 813 32.624 2. 161 49.792 1.995 85.759 
1987 -719 27. 177 2.388 63.562 1， 196 93.604 
1988 610 4. 024 2.421 51. 018 1.080 97.933 




Aぇ 3 9 森林組合の事業部門)JI1位額梢成比
ti位:%
年度 古都 いj
指導 販売 購1 利用 金融 計
1966 11. 30 63. 07 3.83 13.39 8.41 100.00 
1970 8. 54 29.87 4.04 50.41 7. 14 100.00 
1975 5.37 28. 56 7.66 56.80 1. 61 100.00 
1976 1. 78 46. 02 2.56 48. 14 1. 51 100. 00 
1977 7.00 29.50 4.81 57.08 1. 61 100. 00 
1978 1. 79 28.99 5.39 62.83 0.99 100.00 
1979 4.35 27.84 5.44 60.82 1. 55 100.00 
1980 40. 82 3.27 55. 17 1. 28 100. 00 
1981 26.46 5.32 68.95 1. 73 100. 00 
1982 27. 13 4.77 67. 16 2. 33 100. 00 
1983 8.80 5.93 84.69 1. 95 100.00 
1984 36.53 6.35 55.75 2.52 100. 00 
1985 26. 1 3.32 68.70 2. 29 100. 00 
1986 38.04 2.52 58.06 2.33 100. 00 
1987 29. 03 2.55 67.91 1. 28 100. 00 
1988 4. 95 2.47 52.09 1. 10 100.00 




また、部門別榊成比をみると(ぷ 3 -9 )、版先部門すなわち、販売 ・林政
・HX;への取り組みが当初よりなされ、今日においても構成比が40.22九で重要な枕
併を占めている 販売部門については 1980から 1983年度までの法ち込みとそれ以
降の復調とを見ることができる コこのような両部門の収益額の推移は、各部門の
33 
:F来世の大きさに依存している F 以下では、両部門の・Jl業の中心である販先 ・林
pE，'H 業と森林造成事業の内容を'1'心にして検dしていこう 。
ぷ 3 1 0 森林組合共販所の木材取扱なと版先額の推移
版32・143長 (木材) 林克明業 介 計
取扱{l( 版先制平均 取抜量販先制 平均 取扱量
1'. J立 m3 T-IJ 1単価 PJ m3 T Pl 単価 1J m3 
1966 29 166 5.724 1.767 23.219 13. 140 1.796 
1970 291 4. 161 14.299 3.881 57.228 14.746 4. 172 
1975 121 1. 851 15.298 3.445 78.711 22.848 3.566 
1976 217 5.207 23.995 4.519 119. 087 26.353 4.736 
1977 216 4.246 19.657 5.310 123.413 23.242 5.526 
1978 914 14.077 15.402 6.062 151. 061 24.919 6.976 
1979 210 6.077 28.938 5.816 183.858 31.612 6.026 
1980 462 12.213 26.435 5.929 197.047 33.234 6.39 ) 
1981 990 23.897 24. 138 5.559 143.740 25.857 6.549 
1982 373 6.986 18. 729 6.815 161. 675 23. 723 7. 188 
1983 605 15.240 25. 190 8.257 171.629 20. 786 8.862 
1984 609 15.789 25.926 8，863 192.507 21， 720 9，472 
1985 226 4，657 20.606 5，716 118.736 20. 773 5.942 
1986 296 8. ) 46 27. 520 5.642 109.040 19.326 5.938 
1987 423 9.043 21. 378 5.970 120.205 20. 135 6.393 
1988 1.056 30.048 28. 455 6.656 146.497 22.010 7.712 






ド仁1町森林組合は、現イIJ~ 版所を運営している 共販所の取抜日は、>>:-3 
1 0で示した通りである。そのほとんどが森林制作が林産事業を通して'1-fl'(ーし
た材であり、さらに 4 部林家が生産した材を受託版必するが、素材生産業.('jから
の U\~~ はほとんどなし、 。 さて、ここで共販所が開始されてから現在までの変遷に
ついて簡単にふれておく 。共u反所は第一次林業構造改持事業の追加事業で閲，没さ




は、随時の相対による版必)J式に変わった。 このような版先方式にしたのは 1:.6 
品質の材なら高価に売れる di先も間伐材主体の地域政材(低品質)にはメリット
は少ない こと、市売ノJ式は 製材 1:.場にとっても安定的な資材確保を吋能にす
るものではないと判断 ~ )されたためであった。 しかし、近年になり、新たに 11







19841ドまで順調に増加し、その後も 6.000m 3 前後の Il~産を行っている よ 3 
1 1に示すように間伐材の割合は、 1985年以降に限ってみると、材積で50--70%
台となっており、林産事業が間伐材を中心に展開していることがわかるであろう 。
次に森林立i:成事業の推拶をみると(表 - 3 1 2 )、議林組合によるm林は 19
















年度 1:伐 nu {J(: シェア主伐 間伐 シェア
1985 80 284 78.0 2.843 2.873 50.3 
1986 7 165 95.9 2.223 5.566 71.5 
1987 9 517 98.3 3.078 5.417 63. 8 
1988 10 252 96.2 3.900 4.469 53.4 
1989 6 411 98.6 2.412 6.796 73.8 
資料:ド仁川町森林制作・汗調査.$:.. 同森林組介総会議案。lト
rt : 1m伐シェアは、 IU伐/ (1間伐 ←主伐) x 1 0 0 
また、後に述べるようにド仁旧町では林道 ・作業道の開設が;誌が椛んであり、
森林組合がそのが淀川lhjを担巧しその施工者となっている。ぷ 3 1 3で、利
用事業部I"J収益の'1'に占める林道 ・作業道事業関係収位の比率をみると、 I:-μ、年
では 30% を越えており、不IJ 川'jJ業部門は森林組合経常 I: ，n~ な・HX の 4つとなっ
ている
36 -




年度 r[I杭 指棋 面積 指標
1965 75 53.2 233 133. I 
1966 34 24. 1 320 182. 9 
1967 37 26.2 308 176.0 
1968 24 17.0 280 160.0 
1969 131 92.9 150 85.7 
1970 141 100. 0 175 100. 0 
1971 94 66.7 242 138. 3 
1972 92 65.2 321 183.4 
1973 90 63.8 377 215.4 
1974 104 73.8 342 195.4 
1975 69 48.9 422 241. 1 
1976 73 51. 8 328 187.4 
1977 70 49.6 374 213.7 
1978 72 51. 1 414 236.6 
1979 66 46. 8 500 285. 7 
1980 59 41. 8 601 343.4 
1981 63 44.7 768 438.9 
1982 52 36. 9 851 486.3 
1983 38 27. 0 691 394.9 
1984 52 36.9 762 435.4 
1985 41 29. 1 821 469. 1 
1986 30 21. 3 745 425.7 
1987 15 10.6 681 389. 1 
1988 13 9.2 606 346.3 
1989 15 10.6 686 392. 0 





表 3 1 3 本林組合の林道 ・作業道関係事業の捌益
利川部門全体 林道・作業辺*業
( J: ~r. 'J1関係)
年度 収位 1'1 JIj 凱主主 損益率 収益 1'1 J日
1987 205.983 144.509 61. 474 29.84 52.386 51. 706 
1988 203.898 152.880 51. 018 25. 02 24.900 27.419 




上ヒ3終 収入 費用 打i品l
25.43 12.338 1. 431 10.907 
12.21 18.559 2.411 16. 148 














積は401ha(5.6%)、IU伐対象面積である 15-35年生は4.591ha(64. 2% )、 35年生以




る事ができるようになった。ぷ 3 -1 4によると、制度開始 21:日の 1982年に
は 392haの間伐が実施されたのをピークにしてその後は減少しているものの、
38 
198911=.においては23Jhaの間伐が実施されている。1日伐補助事業のうち、f，)':.l!.，; M li1 
独 (以ドでは県単と略称する )の補助事業として1Ii1・22haの間伐が実施されてい
るコM1)1.補助事業は、|刊の'Mi1))・HXiによって間伐することが困難な (1m伐 I!U蛸や





占え 3 1 4 間伐実行1M般の推拶
Ip.位:ha 
補助局別1m伐i師積
.1f.l立 国 pz 
1981 350 22 
1982 370 22 
1983 275 22 
1984 310 22 
1985 250 22 
1986 315 22 
1987 220 22 
1988 241 22 




Aぇ 3 -1 5 林道・作業道の開設実績
Jlt i也 m
林道 ・ 中本 道 作業迫
作業辺 川途変更 現況 現i>e
年度 常i主 開設延長 その他 総延長 開設延k 総延長
1975 3.9 1. 093 5.546 47.287 
1980 6.8 2.528 56.569 1. 160 27.222 
1981 11.5 2.431 59. 000 10.561 81.988 
1982 12.4 2.842 -1. 003 60.839 12.310 94.298 
1983 13.5 2. 638 63.477 11.031105.329 
1984 14.2 2.946 140 66.563 5.142 110.471 
1985 15. 1 1.914 68.477 9. 178 1 J9.649 
1986 15.8 1， 604 70.08 J 7.502 127.151 
1987 16.3 2. 489 72.570 3.929 131. 080 
1988 J 7.I 2.497 812 74.255 7.694138.774 
資料:BF馬県林業統北川 各if.度版
住:1975年度の作業辺の統計数値はない。
















( 1 )林道 ・作業迫の1m，没
F仁川町のIlU伐実行の l:で林道 ・作業道の開設の立義は大きし、。まずはじめに
このように 'I~姥 Jf;離の格怖が順調に行われた理由を J5・えてみたい 。
概況のところでも述べたようにシイタケおよびコンニャクはドイ:1 U1rの股産物






ている 。 すなわち、!l~ .に似木採取面でのメリットである 地域政政総合推進
応策股業振興朴Idij_I によると、シイタケ生産は今後も施設)~~の核として 1' 1' ぴが
!日l 待されるが、 11~IU約 100)5本の51!新用原木を必史とするので、 J;i*の附i保がIJ題
であることを指摘している 6)。 このようにシイタケ似木の縦保は地域の民業'I:_庄
























さて、作業辺 ・林道開ぷの手}I闘をみよう 。まず地元から 1¥てくる作業道 ・林道
開設の要求は般み仁げられて長期計画に組み込まれる 現仕進行tJlのJI'画は1988
年の ド仁1II町林業振興地域摂備計画 8)である。 この，Jlhjでは101f-IUで林道が
16路線68.540m、IJじく作業道が108路線95.000mの開設予定となっているι 一般的























に1.348 mがIHJ，没された結*、 ha当たり約30mの林道街皮となった 作業道開設は
間伐の実施を条件としていたため、凶 -3 2に示すように作業.iliB日々をきっか
































図 - 3 2 小助沢団地の間伐実行林分の位置(1990年)
注; 1)下仁田町森林組合内部資料により作成






回-¥]齢級の人1.林は約30haで凶 3 3のように分布している 亦恨れ同地の























( 3 )森林組合による伐保 ・搬出 一 間伐コストと f~' 業組織 一
森林組合による間伐対象林の伐採f1ならびに間伐材の般1Hf1(生産i')とその
|出伐材の版允収入の比較した・H例をぷ 3 1 6にぶした。 このお例はいづれも
集トJIU伐を前提にした 2lullの1m伐の生産費である 収入術は森林組合Jl版/9rで
の敗火制であり 、素材で15.OOOPJ /が台であり、'1:..応1'iは11.000 円 /m~台になっ
ている そのため、収益額も 4.OOOIIJ /が台となっている 林家の経常lni杭が者
細であることを考えると、 1fIlU 1 ha以上の間伐をする林家は少なく、I!l伐収伎は
林家の，T(~な所得iJh! はと なりにくい。
』ぇ 3 -1 6 間伐生産の収入と費用の世f?!J
尖脆i品/9f 八 B 
制相 スギ スギ
林齢 ・1M前 231ド'1:4.06ha 16-171f'I=.1. 71ha 
1 91[:'J 1:. O. 57 h a 30 3711". J 1=. 1 . 41 h a
砧 126.92m3 69.4m3 
総収入額 1.950.072 1.090.204 
1m3、可収入額 15.367 15.709 
't:.応版先総経費 1.406.618 771. 806 
1m3、1'1 1ミ Pff. l~ 11.084 11. 121 
総収椛額 543.454 318.398 
1m3、可収強制 4.283 4.588 













」ぇ 3 1 7 ド仁川UlJ森林組合の作業組織
Tj1似:人、人1、川
作業・JyEU数 従事延べ円数 kJ111的賃金 (1 !..~ ) 
年度造林伐IJ¥その他小1ft。 造林伐出その他 小，汁 .i1i林 伐/1¥その他
1970 18 59 77 
1975 36 27 63 7.172 5.066 12.238 3.800 3.800 
1976 45 24 69 7.164 4.988 12. 152 4.000 4.000 
1977 33 27 60 6.326 5.806 -J 2.132 4.000 4.200 
1978 37 20 57 7.740 4.616 12.356 4.570 4.950 
1989 36 18 54 6.974 4.002 10.976 5.200 5.400 
1980 43 18 61 9.188 4.142 13.330 5.600 5.800 
1981 39 19 58 9.655 4.701 14.356 5.900 6.200 
1982 4 24 69 9.905 4.755 313 14.973 6. 100 6.300 3.000 
1983 43 22 7 72 9.066 5.614 1.163 15.843 6.380 6.650 6.520 
1984 40 21 6 67 8.584 5.683 1.270 15.537 6.560 6.840 6.750 
1985 42 22 7 71 8.937 5.465 1.480 15.882 6.730 7.060 7. 150 
1986 34 18 60 7.727 4.825 1. 590 14.142 6.700 7.400 6.900 
1987 30 18 7 55 6.754 4.982 1.687 13.423 7.300 7.900 7.600 
1988 29 19 8 56 5.9155.0151.95512.885 7.300 7.600 7.300 










化が進んでいた 作業μの就労形態は、当初は請負 .:1\米 I':~ ~I~J をとっていたが、
1972年からは 1給 ・1:木下吋制にかわり、さらに 1981年から 1給 8時IU労働制が
とられている 。 また、社会保険への加入についても職日と IliJ て~，の ))11 人をおこなっ
ている。 このような作業以の待遇改善を行った紡浜、年IUを泊して就労する作業




ぷ 3 1 8 下仁田町の製M工場
:1¥ )J 附1!v;別.L，l"J;}数
7.5- 22.5-37.5-75.0-
年度 22.5 37.5 75.0 15 O. 0 
1975 31 7 12 3 
1985 33 1 1 6 
1986 33 5 10 12 6 
1987 33 4 1 1 12 6 
1988 34 5 14 6 
資料: 木材対給の現況 群馬県林政部 各年度版
下仁川町では、 1988年.glイ'[34の製材工場が稼働している。製材1:場の規模を出






現状維持であるのに対して、ひき角類は、 1975年度に 9.966m 3 、 19881T~ J.立に 13.478
dと3:'iIl以 l二のやl'びをしめしている〈表 -3 1 9 )。
年間 3}jm3利の製材JIlを'1:産している町内の製材工場のぷ材の説法をみると、
町内から供給されるポ材は年1I'd12下が程度にすぎず、これらは森林高I介共版所と














素材は25.000-30.000 jlJ / m3で買い十Iけている。製材品'it(r!6とぷ材'11.(1耐lを't1純に




抗加工丸ムをJ:にY1~、付けるもの、 9-13cmの小角類むけの 1'(材を口うもの、 14







表 3 -1 9 製材工場の製材品出荷量
1i1立 m3
.ill築用材 上水 本新・ 家H
年度総数 .fbi想1 ひき害1 ひき角 }目材 イJ-車Il-fk .ilH その他
1975 29.224 24.708 6.686 8. 056 9.966 305 485 3. 173 553 
1985 28.330 24.001 6. 104 6.512 11.385 470 894 2. 336 629 
1986 29.194 25. 411 5.565 7.946 11.900 323 777 1. 814 869 
1987 29.869 26.413 6.522 7.690 12.201 740 970 1. 100 646 
1988 29.823 26. 048 4.721 7.849 13.478 687 931 1. 525 632 





市場と比岐すると、 -雌の材杭では下仁田原木市場は 2m 3以ト.の倣が多く、森林
組合は 7-10m 8の織が多L、。このように森林組合は大きな織にして版必している。
また、 11]] がり材は|弐別して万IJ 途販売したり、価の径級 Ix~ 分を厳棉にした紡*、 l剖
3 5で示すように、スギ小径材の 1m3当りの単価の分布は、 森林組合共版所
が18.00020.0001'Jの範IJfIを中心にしているのに対し、ド仁川J;t木市場では 12.00
0-17.0001IJを中心にしている。また、平均単価を見ても、スギ今体では 1m 3当り







図 下仁田原木市場 閣 下仁田町森林組合共販所
図 ー 3 5 間伐小径材販売単価別の樋数分布の比較
-25千円/皿 3
注 :1 )下 仁田原木市場販売台帳 (19891-12月 〉 および下仁田町森林組合販










ところで UU 伐災行を決定するのは林家である 。 林家が!削伐の必 ~tl と経済的な
意味を認識できなければ、|山伏は行われない。下仁rnIlfではコンニャクイモとシ
イタケ他政に多くの林家が関わっており、このl!:.jtif.に必裂な作業辺1m，没に拙制的





























方法の変足、大坑 ~-;1~1 虫:に対応した F あわせ樋 の導入などの 1:犬を行い、町内民
間市場に比べ，¥.6~ 、木材価絡を実現した 。 このように森林組介は伐保 ・ 搬 /1\ ・J~ 業を
版先流通1Mから文えることにより町内の間伐を促進した。
注
( 1 )下仁川町他:地域民政総合推進方策農業振興計i判 198811' 
( 2 )下仁日i町史刊行会:下仁田町史 1971年
( 3 )向上 P407-408 
( 4 )下仁m町森林組合 .ド仁田町森持組合合併，ニ ト周年，記念誌 198511'-
( 5 )悩品jぷJ己・1LI 之内誠人:森林施業の集団化と尚密路網による林応、Jç~ の民 U~
F仁田町森林制作 (昭和60年度森林組合活動強化対策事業優良事例集 組合
協業の新展開へI[Jけてに所収)P3-30 全同森林組合辿作会 * 点 1985年
( 6 )前倒(1 )の P21 
( 7 )日 本きのこセンター制:シイタケ栽培
1977イド
技術と純計







熊本県阿僻郎小 11~ 町は ll，くから造林活動が行われてきた地域である II~ 内の民
有林業地借としてもっとも有名で先発地域である占野林業地借では、森林所有-fj-、
山守、 tR-材 II~~ ~思・ 4庁、ポ材 flipE 市場、製材業者が林業生席 ・ 木材流通過胞をそれ
ぞれ阻っており、森林組合が介入しうる分野はほとんどなく、森林高Il介は単なる
林肝行政の木端的な役 ;I/IJ しか~たしていない 。 占くからの林業地4119 の '1' には Jj 野
のように森林組作の役'，lfIJが小さい地域がある一方、森林車Il介が・定の役;IJを判っ
ている地域がある。 小|吋 11'は全国と比較して森林資搬は成熟しているが、 fj野と
は違った '1・ 応榊mをもっている 。 小国町は森林組合が林業 JI~庄の中で後に;Æべる
ような役割をlrいながら経営展開している地域のひとつである そして、ここで
は間伐生産が盛んに行われ、森林組合が地域の間伐推進上 õfi~ な役~(1J を*たして
いる地域である
以下で、地域の慨説、 1m伐にかかわる各経済主体の間伐実行状況、 IU伐材の流


















は阿蝉および日田方面へパス路線が開設されている c また、町内 11'1心部で II~ilが
5 })I(JIにのび交通条件がよく、 Inで大分県日田市まで33kmで・所要時間約 l時IU、
熊本県阿蝉町まで30kmで約 l時IUで結ばれており、 11mまで九州横断自動 11迫が
開通したこともあって福岡市場閤へのアクセスはよい
つぎに上地利用の現況をみると (去 4 1 ) 、小 II~ 町の総面積は 13.672haで-
あり、そのうち林野面積が10.792ha(78.9%)、.tJt地が1.960ha (J4.3%)、その
他が983ha(7.2%) となっている 。大部分が林野となっているおり、山川地、 }J;i
野利mも少なくない。





面的 13.6721. 960 858 468 55 580 10.792 396 




J:c. 4 2 産業別就業人r1と生産額 (198711:) 
第一次
総計 内J:!業 内林業
就業人1 5. 153 1， 610 1. 498 109 
比3終 100. 0 31. 2 29. 1 2. 1 
'1:昨:額 1. 814，560 299，346 175，860 122，926 
比率 100. 0 16. 5 9.7 6.8 
資料:小同町林業振興地域抑制j計画
452 9.881 983 
3.3 72.3 7.2 
ti1位:人，万[11. ~ò 
第 二次 第 =三次
1. 106 2.437 
21. 5 47.3 






してきている。また、産業別の就業人口をみると (J< ，j 2)、総数5.153人の
うち tf~ ~ 次席業に1， 610人、第 て次産業に1.106 人、 tf~ .次産業に2.437人というよ











( 2 ) J~ 業生産
股;t1:. pfは米作をはじめ、同去作物、畜産等が盛んに行われている。民家戸数
は198511".現証1.110戸でそのうち叫業民家は193}I、第一利旅業民家は299)i 、第 ー
締結業)~家は 618戸であり、基幹男子l民業従事../j'がいる巾紘的民家は 221) iである。
このように民業生産を主要な所得源としている股家は多い。表 -4 3にぷすょ
っに小同町の主な股産物は米以外に露地および施設野菜、その他に繁員IfI、肥(f
qニ、乳牛および肉豚などの出産物の生産が盛んである 野菜は 109.800Ji Plの1-.
躍制があり、股業全体の45%を .Iiめる。 もっとも l=.院制の大きいものは大仰であ
り、次いでホウレンソウ、キュウリの)1闘になっている。 これらの野菜矧は、 1973











表- Ij -3 主な j良府物 'I=. 応~ :止と生産額
単位:ha. l.頭，百万円
米 本ウレYソウ 大似 キュウリ 繁舶'1二肥斤'1二
作十J'r(I，W 416 26 367 1 1. 103 
住民;1t 1. 818 200 1.6148 726 















る。米のtl作民家は 9}Iと少なく、米 4 野菜}災家が62}i、米 +肉牛 +野菜が62}j 




















米 1. 25 4. 0 
米+野菜 2. 58 62 28. 1 
米十肉ヰ 1.3 19 8. 6 
米 +肉牛 +野菜 1. 87 62 28. 1 
米+乳牛 +野菜 2. 06 18 8. 1 
肉牛+野菜 2.76 6 2. 7 
米+肉牛+工芸 1. 59 7 3. 2 
野菜 3.68 7 3. 2 
そのイ由 31 14. 0 





j日 4 5 股業従・H.fi-の他産業への就業状況(1988年度)
恒常的 自主? 出様ぎ 日雇 ・
勤務 j長業 臨時M
林業 23 47 
il設業 48 22 7 112 
製j企業 51 15 14 
トピス業 36 13 7 
公務 65 2 
その他 85 20 2 28 







83 13. 1 
8 197 31. 0 
7 87 13.7 
2 58 9. 1 
68 10.7 
7 142 22. 4 











さて、航林がはじまるのは、 P玄暦 4 (1754) 年、熊本維の藩政改 .I(t が ~j われ







かったl また、小国は 山 ll~ で交通の使が悪く、逆指 jJ が牛馬の背による外なく
且玄政ifまでは他藩え搬出はゆるされていないので、材木の貨幣価値は低く わ





















小 IJ~ 内に製材所があいついで投ぼされるまで小|司から比する材は H 凹 )i 1(1へ流jil
していた。 しかし、 「大正後JQJにはその数(小国郷内の製材所数 -H::枚1) 
63 
a・・・ーー





ら進んだ その結果、 I!JJ 治20年にはわずか 500haであった人工造林は、附干1116




ぷt1 6 1921 年-1950年までの年平均造林1m般の批定
単位: " 1~ . IDf 
























資料 :金子次男 小国林業の実態調査報告.より転 1蹴
金 子次.!J氏が1951年当 時の森糾資制!状態より 推定した li堤前、戦'11、戦後のm林
面舶をみてみると 9) (ぷ 46)、戦前の中でもっとも.i1I林が少ないと)5・えら
れるのは 1936年-40年で159.44町みられ、 もっとも盛んに造林が行われたのは附
布IDJ JQIと推測できる しかし、戦後である 1946-501rには93.93町と大きく治ち込
んでいる しかし、 この治ち込みも敗戦後だけであり 、1950年前後から急榊した
といわれる。これは 吋l昨の}辺地改市に伴う IJI林 5IIf歩制限の噂によってか、 IT}
64 
-・・・ーーーー
造林活動は一時停滞の様相を呈してJI 0)いたの ではないかという 。















































55~59 60~64 65~69 
871.26 1249.74 1399.13 
174.25 249.95 279.83 
単位:ha 
70~74 75~79 80---84 85---89 
956.07 540.3 129.4 55.83 















表-4 -8 民有林における森林所有構成 (1951年)
単位:町
区分 1町未満 1 -5町 5 -10町 10-30町 301lJ以ヒ 計
市町村有
比 率
側人有 213. 0 1. 554.0 864.0 877.0 
t 率 3.4 24. 7 13.7 13. 9 
計- 213. 0 1. 554.0 864. 0 877.0 
比 率 3.4 24. 7 13.7 13. 9 
資料:金子次男 「小国林業の実態調査報告」より作成
注 :比率は総面積6.291.0町に対する比
L 732. 0 1. 732. 0 
27.5 27. 5 
1. 051. 0 4.559.0 
16. 8 72.5 
2.783.0 6，291.0 



























51 16 36 
28 1 114 
資料:1960.70年世界股林業センサス市町村別統計者
表-4 -1 0 小国町の造林の推移
単位:ha 
総数 一般造林 公的造林
年度 再造林 拡大造林 再造林 拡大造林 再造林 拡大造林
1985 7 20 7 20 
1986 31 21 31 21 
1987 18 8 17 
1988 36 5 36 5 












































表 -4 -1 1 森林組合の収益額の推移
単位:千円
q~ 益
年度 指導 販売 購買 利用 金融 計
1963 4. 866 917 78 13.975 19.836 
1964 5.404 1. 570 328 14. 137 21. 439 
1965 7. 051 1. 624 582 15.775 25.032 
1966 7.922 2.325 491 16.582 27.320 
1967 7.841 4.815 806 26.607 40. 069 
1968 700 5. 364 6.960 1. 088 48.245 62.357 
1969 1.000 6. 726 6.991 1. 286 60.018 76. 021 
1970 7.050 5. 791 1. 081 78.790 92.712 
1971 8.580 4.366 1. 329 82.632 96.907 
1972 11. 731 3.961 1， 291 82.911 99.894 
1973 13.640 10.461 717 80.427 105，245 
1974 11.874 8.886 1. 081 82.384 104.225 
1975 11， 345 8.415 1.348 91， 047 112.155 
1976 11.367 7.646 4.415 105.370 128.798 
1977 18. 518 7.325 15.258 12. 025 163.126 
1978 18.661 4.875 5.847 166.407 195.790 
1979 36 41. 697 13.261 3.215 149.387 207.596 
1980 40.606 21. 333 6.567 160，796 229.302 
1981 1. 000 45. 875 40.881 35.233 177.330 300.319 
1982 2. 515 57.334 43.612 36， 105 191.385 330.951 
1983 790 55.036 39.085 28.877 197.317 321.105 
1984 4.573 55，869 35.678 20.947 202.880 319.947 
1985 3.437 95. 114 27.022 3，831 202.417 361.821 
1986 5.035 151.694 18.796 42，447 183.002 400，974 
1987 3.069 266.580 25.844 37.634 188.146 521. 273 
1988 4.854 316.647 39.137 42，514 147.219 550.371 
1989 2，659 322.756 3. 156 58.647 177.219 594.437 
資料:小国町森林組合一斉調査表、森林組合業務報告官により作成
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表 4 -1 2 森林組合の事業主止の推移
単位 m3， ha，千円
販売部門 利用部門 金融部門
年度 立木 販売 林産 加工 造林 保育 貸付残高
1968 15，114 702， 454 
1969 20，291 798. 932 
1970 20，279 806，222 
1971 23. 687 1， 539 850. 436 
1972 23.746 1， 326 858.155 
1973 19.738 2.343 857.055 
1974 14. 841 2.450 853.441 
1975 19. 108 1， 367 969.802 
1976 17.645 2，453 1， 151， 199 
1977 16，010 16.890 2.654 J. 348， 458 
1978 15.726 19.348 148 36 1，610.253 
1979 222.855 18.357 3. 108 4 1， 902. 690 
1980 128.846 15，905 5. 931 3 1， 706， 587 
1981 86.699 10. 170 16.351 17 514 2.005.157 
1982 83.5 J 3 1.019 19.628 24 262 2.357.559 
1983 24. 111 8. 680 19.604 15 392 2.375.807 
1984 129，722 8. 372 20.686 14 407 2，449.619 
1985 67.180 11， 025 22.621 110 18 455 2.153，167 
1986 8， 704 29，370 450 17 516 2.072，911 
1987 161.864 11， 738 28.928 896 12 556 1. 818. 343 
1988 48.721 10，481 27.508 1， 258 28 602 1， 823. 895 






























































年度 売上高事業費用 総利益 管理費等
1986 213.309 175.735 37.574 38.989 
1987 309.016 234.282 74.734 76. 113 
1988 310.104 207.139 102.965 101. 783 








1ー.415 1.986 571 
1ー.379 1. 837 458 
1， 182 司 6 l. 176 
7ー35 1. 387 652 
小国地域の植林は、 もともと組植であり、 ha当たりし 500，.2，000本であったと
言われる 。 それが、戦後、造林補助が行われるようになると 、 補助採択~唯がha
当たり 3.000本(現在は2.500本のなっている )であったため、戦後の造林の蜂ん











素材が必要であることから、 「ヤプクグリ Jより通直性で優れている 「アヤスギ
74 -





表 4 -1 4 人工林の齢級構成表
齢級 I~ 日 回 ~vn
針葉樹 面積 185.23 5.016.57 
比率 2. 5 68.2 
材積 1.148.875 
比率 48.2 
広葉樹 間積 93.3 173.6 
比率 34. 8 64.7 
材積 2.328 13.647 
比率 14.4 84.2 
資料:小国町林業振興地域整備計画書
注:1990年現花
単位:ha. %. m3 
四以上 計
2.155.44 7.357.24 
29.3 100. 0 
1. 233.772 2.382.647 
51. 8 100. 0 
1. 37 268.27 
O. 5 100. 0 
230 16.205 
1.4 10. 0 














を拡大した。保有山林規模別の林家数を 1960年と 1980年で比べてみると (ぷ -4 






表-4 -1 5 保有山林規模別林家数の推移
単位 :戸
0.1--- 5-- 10--- 20--- 30 - 50--- 100---
年次 総数 10 20 30 50 100 ha 
1960 838 471 263 58 15 1 12 6 2 
1970 1. 077 453 434 87 60 10 13 17 3 
1980 1. 114 386 534 83 63 15 14 1 8 
資料 :世界j辺林業センサス都道府県別統計者各年版




















































あるべ 4 方、11 ・大規模の謀林所有届 (30ha以上腕)においては、林業生庄はそ
の 事業体に とって中般的な ・W~ であるので、持続的な生産活動がみられる
4長 4 ・ 17 保有山林の作業別林家数
航 林 下刈など
区 分 総数 実施 内委託 ・ 実施 内委託 ・
林家数 請負わせ 林家数 ，ifJ11わせ
ノ乙h II~I 2. 140.986 161. 165 27.335 779. 138 98.066 
よじ 1事 10. 0 7.5 17. 0 36.4 12.6 
熊本県 59. 118 4.627 685 34.510 18.279 
J:t )t-1 10. 0 7.8 14. 8 58.4 53. 0 
小国町 1.043 100 28 782 176 
比 率 10. 0 9.6 28.0 75.0 2. 5 
H1枇)I、%
販売間伐 切除てIlU伐
実施 内委託 ・ ~施 内委，1:. 
林家数 前負わせ 林家数 JfJ1わせ
29.848 10.971 159.443 23.235 
1.4 36.8 7.4 14. 6 
L 817 594 5.776 735 
3. 1 32.7 9.8 12. 7 
151 71 161 43 
14.5 47.0 15.4 26. 7 
資料:1980年tlt界股林業センサス





次に林家の林業!I:.庇活動についてセンサスの結果でみてみよう。 京 ・，1- 1 7 
は林家の作業別実施戸数を全国、熊本県、小国町とを比較したものである 小国
町は、航林作業、 ド刈等の保育作業、販売間伐、切捨て間伐とすべての作業種で



















1985 86. 100 72.000 8.824 398 
1986 86.500 85.300 8.879 399 
1987 70. 000 86.000 7.441 408 







ここでは便宜的に35年々.までの間伐を 保育問伐 と祢し、 35"1: '1以 l-_の1日伐を
高齢間伐 とし、|叫ん-を合めたものを 「間伐 と呼ぶこと とする
闘の間伐補助・JU佐を 111心にまとめた間伐実績をぷ 4 1 9でみよう 。補助・H
業はすべて 「似 (fIU伐 |であり、 (1)Jも 「保育1m伐 lであるとJ5・えられる。
ぷ-4 -1 9 IU伐実行而般の推移
'11.位:ha 
備助|削伐・H業の種類
年度 間伐対策 森林総合 一般造林 その他 IJ¥ :n n )J 総，.1-
1981 160 172 45 377 230 607 
1982 165 53 166 384 271 655 
1983 165 37 31 233 649 882 
1984 130 77 207 634 841 
1985 150 32 13 195 606 801 
1986 260 41 。 301 471 772 
1987 280 22 302 42 344 
1988 280 80 360 41 401 
1989 280 66 346 242 588 
資料:熊本県森林抱仙北
補助事業による間伐の実施面積は、小国町への割当面積によ って脱定されてい
ると A号えられる 1981 年の間伐は森林総合整備事業で多くが災地され、 1982年は
一般造林事業で間伐が実鈍されていたため、間伐対策事業での Ifli的はそれほど多









Aえ 4 2 0 伐採区分別ポ材'1:産量の推移
'it位 m3
年度 1985 1986 1987 1988 1989 
t:f.え 針葉樹 26. 388 24.573 20. 172 26.483 15. 576 
広葉樹 36 110 710 914 413 
IU伐 針葉樹 23. 795 23.593 26. 133 21.516 33， 051 
広葉樹
ーー ーー ーー ---ー ーー ーー ーー ーー 骨ーー ーー ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー .._-----ー ---ー 同骨骨ー ・ー胸骨ー ・・ー ・ーー ーー ーー -.・ーーー
針葉樹 50， 183 48， 166 46.305 47，999 48， 627 
広葉樹 36 110 710 914 413 
資料:小。同町林業振興控悦，;~ Idij lF 
ー)j、 主伐 l面積をみると、 1985年より 89年までは 50haを ;~IJ り込み次第に減少し、
材肢でみても去一420のように上下しながら減少している。林業生応からの
所得を期待している林家は、主伐に代わって 高齢l出伐 を実施してきた 高
齢|出伐 においてもっとも削価がおいものは桁丸太であり、これの生産を 1i~ に
して近年、 1~ j齢木の間伐が行われてきた 。 小 II~ 地点での桁丸太生産は、 1975 年頃
からで町内の製材業の l社がはじめた。 1980年ごろには 1tl:が生産するようにな
り、もっとも生産品が多くなったのは 1985年から88年にかけてで、 J1に 100み生
産する業将が 6社程度あったという。現在は舷盛期jよりは減少しており、 Jに50
・100本(l咽産する業者が 3社ある脱皮である。桁丸太に使用される立木は辿1"[であ
ることが条件であるため、 l丘材系の P アヤスギ 系列の品極が好まれる そのた
め、 'l:.lfi本数はー林分の'1.で 10 20%程度であり、林齢としては50年1;以 1-の林
81 
分からしか作売されなし、c 取引は立木状態で行われ、その価絡は、 kさ10mでふ
日l任径2627cmのもので l本7-8JJ fl、 8mでぜo挙24cmもので l本;)Ji PJ程度であ





これからしようとしているかを聞き取り調査でみたのがぶ tI 2 1である。
































よ-4 2 1 林家聞き取り調究集約ぷ
林
タ 家 年齢 j長〕住職極 森林面積 l出伐実施 間伐の 1伐材 作業道の
イ 番 家族 (収入額〉 林齢別人L林liri駈 由I，fu 労働)J 販売先 開設
プ t'司i -10: 10-35 : 35- (90年度)
42成 例造業 300ha(共イi林合む) 3-5ha 雇用労働 小国町 rUJおよび
A 1守・ }k 製材業 100ha: 100ha : 10 森林組介 補助金で・開
f1J~ 3人 ha 共販j折 ，没
50成 240ha 3. 5ha 鹿JlJ労働 小国町 補助金があ
B }j Ilha : 99ha : II0ha 森』本~ill.合 る場合に林
f1J~ 3人 共販J折 道開設
49成 ):!業(20万円) 70ha 5ha 臼家労働 小田町争 1'1)]で開，没
C 父・!小祖母 Iha: 21ha : 48ha 悠水産業・ 森林組合
f 共販所
IJ 
5政位 シイタケ(50万円) 64ha 収入IU伐 悠本pjてJむ 小同町 10年前から
D 父 .)1 5ha : 14ha : 45ha を実行 森林~!ll介 I')Jで開設
f1Jt j七販所
31成 ):!業(750万円) 20-30ha 3-4.5ha 臨時MJIJ 小国IlIJ 1'1)]で開1没
E 父 ・母・ 3是 シイタケ0220万円) o : 20-30ha : 3-5 自家労働 森林組合 (シイ9'1生Jlr
祖母 ・子供 ha 共販所 に必要)
46政 ):!~(400万円) 30ha 0.6-0.7 自家労働 小同開IJ 1'1)]で閲1没
F 父 ・l手・長 6ha : 18ha : 6ha ha 臨IL~MJ 日 森林制作
f1J~ 製材IヂI
47i，~ 公務.u 27ha 収入1リ伐 雇用労働 小国町 1日伐を進め
I G }i・f;j: o : 8.1 ha: 18.9ha を1u:1ド実 森林組作 るために林
f1J~ 行 共!坂所 追を開設
38政 悠本庄業職Jl 25ha (8ha) 1) 白家労働 日間者I~ 補助金を受
1 父.11ま・i l時業(700万円) Iha: 10.5ha : 3.5ha tltれ;村 悠ノ付信;定 森林高Il介 けて開設
内Jttl人 共販所
45成 シイタケ(1310万円) 15ha 0.3ha 臨時)fAJfJ 小|尋問f rυJおよび
父 ./:j・主 o : 1.35ha : 3.15ha 自家労働 森林主110補助金でWJ





孟 Ij - 2 2 林道・作業近の1m設状侃
ti1似 :路銀位、 m
'rf. Jir 5. Om以上 5.0----4.0 4.0----3.0 3.0ぷ渦
線数延長 総数 延長 紘鋭 延1と 線紋 延iι 線数 延k
1985 19 28. 477 4 6.302 2 3. 465 25 38.244 
1986 22 33. 334 4 6.302 2 2.045 28 41. 681 
1987 一 25 40.092 4 6.302 2 2. 045 31 48.439 















行の例が挙げられている 16)。これによると、森林面積 0.5ha、林齢24年、 1m伐本
数は310本で材・硝が24m3、うち、出材材積が19.6m3である。この林分の立木材債は
約10rげであるから、材積比率で言 うと間伐市は2516に達しているこ とになる 丸
材)fi1~ はチクスイ と 呼ばれる林内作業市を )Ijt 、て林 ill から 312mの虫、材を h っ てい
85 
る 。 ぷ材販先制は 343.946円であったのに対して、 t~用が 19 1. 357f1Jがかかり、利
益が152.5891'Jとな っている 林道より林地まではチクスイか入っていくのが呼能






には t伐および高齢HU伐のものも合んでいる 素材 1m 3当たりの収維の度数分布





















"'0 '" 10O00 "'20，000 
"'5O00 '" 15，oO0 "'25O00 
単価(円/m3)








































し、戦時中に県を単位とした統制機構が整備され、小向町内で素材の流辿 .il~ t1 
が行われるようになり、これをきっかけに日田への流/1¥がなくなった。戦後にな















凶 4 2 















似I 4 -2は、 1989年度の小川町内の素材流辿をぷしたものである。




人向しているが、ほとんどが市小 I~ 町で生産される材と考えて R い。一方、ぷ材
の版元をみると、小国町および巾小国町の地院内製材業者が30.700ド (77%)を
J1っている。小川 IJには25社の製材工場、南小川llIJには1牡の製材工場があり、
il築材を中心に'I=.庄している。また、 19851ドより謀林組合が杭 ・木工 ・製材加1:
をはじめており、年間 2.500m 3 ( 6 % )の素材を購入している .}J、地区外に
流れる京材のセな流出先は日 HI)j UIの製材業者-であり、 6. 700m3を購入している
以上みたように、小同町の素材流通は南小同IJを合めて考えれば、地区内で'1:.旅
したものを主として地区内で消 1~するという形になっている 競争)Jがあるとい
われる口自の製材業者も小国材の取引に関しては大きく手をだせな L、。 また、 VJ
1削除IU伐材を利川するために 19851:か ら森林組合では抗木往路をおこなっている
この生産のための似本は直接1JIに場あるいは林道端でぷ -4 2 3でみるような
価怖で買取っている。抗加工月lのbji本は町内から50%程度供給され、他地域から
50%緯度が供給されている。
.>. 4 -2 3 小 II~IJ森林組合の抗口取り仰j柿
( 1990年度)
単位 m. cm. 円/本
規物 佃i桁
長さ 径級 工場持込 林道端
2 4.5-6 65 55 
2 6-8 95 80 
3 3-6 95 80 
3 6-8 120 105 







所は月 3[口|の rlTを闘俄していたが、 1991年から )J2回の1m併に変更している。イi:
ぷは径級で8cm以下、 913cm、1416cm、1822cm、24-28cm、30cm以 J-.と6段階に
什ぷけ、長級では3.4.6mに、形質でlI'i材と1がり材に !X別する。第 794111の共版
















Jじ!坂所は小抗生産者より太一日生産 4庁によってM的には維持されている c すなわち、
年間1.OOOm 3以上出荷している i二位 5名が全取扱祉の25%を占めている また、
1・間伐別にみると、主伐材は 7.698.6m3で全体の24.8%に過ぎず、 IU伐材が23.2 
99.7m3で75.2%を占めている。持伐の減少によってこのように高齢間伐を含めた





このように、森林組合共販所は小国町内の生産素材を小同町 ・ けj 小 II~ 町の製材
業者の;.lJ~に結び付ける役相lを果たしている 。
ぷ 424 小 II~ 町森林組合共販所の材積別出術省数
( 1990年年度)
山45材桜附1'(; 1¥仰，(f数 累積比率
10 nt 108人 25.4% 
10 20 79 43.9 
20 30 56 57.0 
30 40 38 66.0 
40 50 24 71. 6 
50 60 24 77.2 
60 70 12 80. 0 
70 80 1 82.6 
80 90 1 85.2 
90 100 6 86.6 
100 200 30 93. 7 
200 300 8 95.5 
300 400 6 96.9 
400 500 2 97.4 
500 -1000 6 98.8 
1000 -1500 3 99.5 
1500 -2000 99.8 





3)出荷材積断!門は年r:日 (1990年 5月から 1991年 4月)
の材般吐で!ズ分している





小 II~ 地区の製材業省は、現在 33 ~J であり、うち・つが森林組合である 。 聞き取
り調査によれば、小同地区の製材業宥は主に仮材を生産しており、戦後の前~i¥'1 
大の 1年j切には関岡市場へも出荷していた。!JLイE、板材を中心に'1-..Pc;している業.fi'
は12社あり、板 ・向 ・書lJのすべて生産している業.r..は 5社、柱列頒を中心にして
いる業者が4社、小径材を中心にしている業者が4社、地場の也築川材全般を'1:
























このような 1950-60年代の生産 ・ ~k.i!u構造の再編によって林家を主軸とする小
同町の林業がはじまったことは、今 Hの間伐'I_産構造の)15盤を作り上げている。
n1l伐の場介は主伐以上に林家による '1=.応が慌んであり、林家中心の生産といえる






































次に、 '1 1 小規伎の股林業複合経営では、股~と林 j誌の車IL み合わせが必要でその
世帯の自家労働)Jの合理的な配分によって森林作業の時Jgと日数が決定されるつ






























小国町、 IYJ 小国町で利用されるようになり、小川地区内での 71~ 1~ がほぼ完結した
近年になって森林組合は地域の経済状況の変化にともなって、 II~ 伐推進 lílÎ での
役割lを拡大してきたn 一つは、森林組合の間伐材加工・H.:tへの進出である この




小同材は板材として定評ーがあった 。 しかし、板材需要は低迷しており小 II~ 材のイ
メージも低下していた。森林組合がトラス構造部材として加工し、供給すること
によって小国材の新たなブランドが作られつつある。 この 1厨で森林組合の加工事
業への進 IIは、 11]伐材の版必という Itliで一定の促進効果があった。
森林組合の間伐推進という点で近年における森林組合の役割拡大の動きの 2つ











必機能を生かし、IlU 伐材を地ノ己製，f~ ~ 1'[に結び付けることによ って軌道にの って
いる さらに、近年の林家の所得先および股業生陀形態の変化に対応して、説林
組合は伐採・ 1呉越材過程の代行を行うとともに、 4 方では間伐に消極的な林家に
対して作業道の閲 i没による間伐促進に努めてきている。 さらに、 H日伐材需要の拡
大のために加仁、H;誌にも森林組介が進出し、 1日伐mi進の一助となっている。
( I ) 小国町:小 II~ J，足業振興地域格備計画l'tJJi，礎資料 P28-29， 42-43 1989{卜
( 2 )堺 正紘:rli町村段階における林業行政の民間状況と効*的なあり Hの検
，1，tに関する調査報告/f( 1 ) 林野Jr企画諜 PI99 1980年
( 3 )禿迷麗:小同郷史 P4011960年
( Ij)橋本 治:小 I'~ 郷土誌 Iluf掛川北部教f会 P296 -297 1923年
( 5 )同上 P288 290 なお、この数値は現在の小同町およびI'H小川町あわせて
の'I=.応ほ ・販先制と Jまえられる
( 6 )向上 P297 
( 7) litr掲 (2) PI25 
( 8 )玉泉 幸一郎:小国林業 (1本の林業地 生い立ちと現状 P247 全 II~ 林
業改良普及協会 1984年に所収)c 昭和16年に8.000haという Ilu~Úは戦後の人 LH
Ifli前および戦中の浩林而積からみると少し過大であるとおもわれる。
( 9 )金チ次男 小[1;林業の実態調査報告 林業経済 N086 P32 -38 19551.1: 
( ] 0)向上 PI25 
( 1 1 )前掲小同特業実態調査報告の等細股家林家の森林利用ムより算出。 3Ilf 
点満J~ 家林家戸数7751 1 を対象とし、森林面積は 1300.41町、うち川材林 1013.61111'で
-97 
ある
( 1 2 )鶴助治:熊本県小向町森林組合悠木産業 (株)設立で打手労働)Jを確保
(最新現地情報 統森林組合 50 選、 P230~235 全同森林組合辿介会 1991if. 
所収〉
( 1 3)宅b;{知明:小向林業と悠本産業 (株)の設立 機械化林業 ¥0453 P33 
~38 1991 年
( 1 4 )宅bji知lリJ:小川町の林業労働力対策 一怯木産業株式会社 ・ 林鮮d品J]報
N0356 P25 -33 1991 年
( 1 5 )小ITiIIlJ:小川 IJ林業振興地域整備計画舟 P35 1991W 
( 1 6 )上林 ~WS : HU伐における最適伐出方法の体系化に|刻する研究 熊本
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第 5i校 三重県 1;~)1村における HU伐推進メカニズム
- 1][1工過平日を中心機能とする森林組合額引 ー
本立では、森林組合が間伐材の加工にかかわっている三重県白川村森林組介を



















占める。標準的な人工林施業方式は、植裁本数 (スギ、ヒノキとも 〉は5，OOO~ / 








1f.J.立τ 総合対策 補助事業 'H業 融資 その他 合計
1981 500 
1982 200 89 35 171 495 
1983 200 89 6 20 80 395 
1984 200 72 10 16 78 376 
1985 200 21 28 27 61 337 
1986 300 50 29 45 424 
1987 305 97 33 435 










1m 伐実行 I(JÎ 砧は 83ha 、・jÇ~佐賀は 749万円で森総全、HX1~の 19% を占めている c ま
た、 IU伐促進総合対策事業(以下IU総事業と略す〉では 311haの間伐を実施し、
'jC 1! ~'1は 3 ， 650万円であった 。 この 8 年間平均の 1f:IU伐rfIfj'i 430haは|白伐対役人工
林曲i般の約20分の lであり、、ド均的には 16._35年生で 1[1は間伐が実行されてい
る，:1}):となる。ただ、 5il:.に.[oJは間伐を行うのが林水の形質上好ましいとされ
る本村では、 2回目以降のnu伐が実施された林分もあると与えられる。従 って、






寸検、迎材という r.ねをへて木材市場で販売されるのが ρ 般的である ただ、森
林組合作業班あるいは林家が生産を行い、森林組合加 L場へI'i接搬入する羽合に
は剥皮、、f検、.ii1材を折略する場合がある。伐採は 4}j下旬か ら8)J tf~ までの樹

















凶 5 1は、白川村の|間伐小径材の流通経路を示したものである IU伐小径
材の流通経路は、林家が [1'( 接生産し市場へ出荷するルート、林家か京材 ~t:産業者
と立ノトあるいは林内伐採の状態で取引きし、素材生産業者がそれの 伐掠と 〉集






一点、大台11fTにある 2つの木材 'IJ光市場の取扱い弘は、 Jtdil t!i IUf村からの1¥仰分




( 2 ) 森林組作の純計槻要
1988年8)Jまで白川村には 2つの森林組合があった。一つは川大杉村を竹t'f区













総収主主額 部門別利益比率 総事業 作業班員数
年度 版 j己 利用 利益額 伐出 造持
1965 16.304 29. 6 2. 191 4 
1970 25.083 45.9 8.9 5.614 14 10 
1975 37.732 57.8 25.9 15.750 27 11 
1976 59.501 62. 1 23. 0 17.544 23 12 
1977 54.049 54. 1 27. 6 18.277 20 11 
1978 162.583 49.8 30.4 19，548 17 1 
1979 91， 994 45.4 29. 4 20.804 1 8 
1980 109.960 43.5 37.6 24.600 16 8 
1981 76.243 49.3 35.9 21，900 13 5 
1982 81， 985 43.7 46. 5 26，372 13 5 
1983 106.126 3. 1 57.4 25. 153 1 6 
1984 52.034 53.2 36. 0 26.432 10 
1985 60.796 34.9 55. 4 28. 089 10 
1986 68.620 49.9 43. 2 35. 417 8 7 





A 5 3 宮川森林組合の粁営内容と作業班H数の推移
単位:千円、%、人
総収技術 部門別利値比率 総事業 作業班u数
イ1:J立 販先 ，fIJ JIj 利益額 伐11¥ 巡e:fi本 加工
1965 24.490 1.1 32. 0 2，817 21 
1970 72.843 18.3 42.5 9， 147 15 30 2 
1975 168.861 41. 0 42. 9 19. 070 20 34 
1976 176.063 34.4 45. 1 20. 139 18 21 2 
1977 281. 330 49. 2 37. 1 20.886 19 20 4 
1978 225， 193 24.9 54.5 25，907 19 18 8 
1979 216.054 46.7 32.9 29，281 16 16 6 
1980 272. 155 50. 0 37.2 27.945 12 16 10 
1981 254.728 61. 7 27.9 40.850 13 30 10 
1982 360.266 58.5 27.5 36.793 9 16 10 
1983 459. 184 31. 2 56.5 40.589 10 17 1 
1984 413.523 67.2 24. 1 40.316 10 17 1 
1985 501.999 70. 0 24.7 48.861 10 15 15 
1986 493.257 68.9 22.3 49.822 14 16 
1987 542.693 45.6 50. 0 52.868 10 13 16 













された 大杉谷議林組合は林産事業が、宮川村森林組合は加 1 ・J~1iがに中心的 'Ii
業であったため、介併は双んが補完する形で両事業の展開を oJ能にした。 これは
2つの成県をもたらした a すなわち、第一に間伐実行体制jの強化により、 W[1J間
伐}J式の新劇実行が l可能となり、 1989年から旧宮川議林幸1介竹内でIU伐が遅れて
いた地区に集中的に作業腕を投入して事業の拡大を凶っている o 1s .に、 IU伐 IJ';
業の拡大に fl~ い、 )J;1 ~の ))11 工場への直接搬入坑が駒大し、 Dji 本 IJ~ 述の安定と加r.
部門の拡充をもたらした。 これらが持つ意味については後で IJぴふれる。




工事業は宮川村森林組合経常の最も重要な基盤であり、 1988年の収仏領は 2位 7
千万円、森林組合の総収位額 7億]千万円の38%を占めている。また、 1988年の




織していた。伐1l¥J)Eは主伐 ・It日伐作業を、造林班はm林 ・保(1作業を、 )JII1~ 班は
杭加工・製材および製品版先を主に但当する。去 一5 1は、 ?;f川森林組合の作
業班只が 1{IミIlUにどのような作業禍に従事したかを、 )J別に:，u.iI'したものである。
1987年の総従事H数8.497nのうち、 IJ¥箆材加工場での従'H日数が4.07811、比率
で48.0%を占めている また、|間伐 ( 間伐および間伐材の搬出作業 ) への従・J~ 日
数は1，442日、全体に対する比率で16.4%、伐出作業全体の中での比本は71.2%と
なっている 、伐11則係の作業I;I.u.は、ほぼ毎月間伐作業に従・Hし、 IU伏木伐採却j





袋 5 4 作業班員の作業:f1!別・月別延べ従・Jc日数
単位:1、%、人
イえ u¥ )JII J: 造林 その他 μ1・
)] rw伐 伐採 搬出 小計
1 J 日数 87 16 104 325 181 44 654 
比率 (83.7 1.0 15.4) 15.9 49.7 27.7 6.7 100. 0 
2 )J 日数 43 57 100 292 144 96 632 
比}lさ (43. 0 57.0) 15.8 46.2 22.8 15.2 100. 0 
3)] fl数 47 45 92 312 137 72 613 
比率 (51. 1 48.9) 15. 0 50.9 22.3 11. 7 100.0 
4)J rI数 71 32 35 138 333 149 28 648 
比率 (51. 4 23. 2 25.4) 21. 3 51. 4 23.0 4.3 100. 0 
5 )J 日数 198 56 254 341 17 618 
比率 (78.0 22. 0) 41. 1 55.2 1.0 2.8 100. 0 
6 )J 日数 177 31 208 335 141 44 728 
比率 (85. 1 14.9) 28.6 46. 0 19. 4 6.0 100. 0 
7 ) JrI数 145 36 181 363 208 16 768 
比}~ (8 O. 1 19.9 23.6 47.3 27. 1 2. 1 100. 0 
8 )J 日数 136 44 180 309 137 18 644 
比〉事 (75.6 24. 4 28. 0 48. 0 21. 3 2.8 100.0 
9JJ 日数 99 66 39 204 347 127 10 688 
比率 (48.5 32. 4 15. 4) 29.7 50.4 18.5 1.5 100.0 
10JJ u数 120 31 18 169 383 259 19 830 
比率 (71. 0 18.3 10. 7) 20.4 46. 1 31. 2 2.3 100.0 
I 1 } J 日数 132 7 10 149 357 278 6 790 
比率 (88.6 4. 7 6.7) 18. 9 45.2 35.2 0.8 100.0 
12JJ rI数 200 12 54 266 381 224 13 884 
比率 (75.2 4.5 20.3) 30. 1 43. 1 25.3 1.5 100.0 
合J十日数 1. 442 229 361 2.032 4.078 2.004 383 8.497 
比率 (71. 2 11. 3 13. 1) 23.9 48.0 23.6 4.5 100.0 




5 2 間伐m進への森林組合の対応 ー 間伐コストの比較分析
( 1 ) IU伐補助'J~ ;(!の実行プロセス
間伎十101)1事業のけ画手町iおよび:JHT形態を、間総事業を中心に見ておく
森林組合は森総事業、 IU総事業の1ft.両作成の基礎として森林簿から間伐必民林
分を抽出して 5 年 nH の要 IIU 伐面積の推定を行い、年間の・J~業泣を概算する 平方
で間伐11U助'j'¥:業の実施については、 1十年2刀か3)1に哲1ミj立の11U肋 lド請を林家が行

























聞き取り調査を行 った 表-5 5はこの調査対象林家の 9戸について間伐文行
状況を中心にま とめたものである 3J 。
ム 5 5 柿家の股林業所仰と U日伐実行1M砧
単位:ha 、JJ[1] 
タ 人工林|間伐シイH IU伐の 間伐実行曲般 (ha) 
イ 職業 面 都収入収入 労働)J
プ (主業) 金額金額 ， 85 ， 86 ， 87 ， 88 ， 89 
股林業 15 70 175 r家労働力 0.5 
):!林業 23 100 200 n家労働力 2 3. 5 1.4 o. 9 
1:本日属 25 90 100 1'1家労働力 1.3 1.8 実行 2. 1 
j股林業 18 300 150 1'1家労働力 実行 実行 実行 実行 4. 3 
林 業 5 80 Ii家労働力 0.5 2 
ーー-ー ー ー ーーーー ーーーー-----~ーー・ーー'ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー-ーー
会社経営 100 )(ft川 ・森組 18. 7 実行 8.2 6. 1 10 
公務員 70 20 20 M 川 0.7 1.6 
2 公務員 150 50 MJIJ .森組 4.9 3-5 3-5 3-5 5 







第 のータイプは、ほぽ毎年間伐を実行し、年HU数卜万円から数 I'i)J. PJの間伐収
入を得ている。 もっとも、|間伐収入の大部分はIiら投下した労働の報酬 (労1U'1I
可部分)であり、間伐材から得 られる地代ない し利潤は殆ど含まれない。 すなわ
ち、家族の就労機会 として間伐Jl-Y'F. を位置づけ、その報酬として間伐収入を I~'設
するものである。 もう 一つの特徴はシイタケ他政との観合続料が火、1':を占める こ
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とである 。 シイタケの生産則IU(1 0 ) J-4 } J)と間伐生産のj明間 (;1J]-10n)
がずれてお り、 2つの生産を組み合わせ るこ とによ り通年就労が臨保でき ること、
シイタケほだ本の生庇に使川される!s材機2.は、 Ili伐材の搬出の際に 1]じよう に
利用できることなどか ら、労働と資本整備の1Mにお いて雨品 1の結 合生産を IJ能
と し、それが経営を有利にしている。
第 aのタイプは、第 一のグループに比べて保有人 r.林而舗が大きく、しかも他
に安定した 1=業をも っている 間伐生産は凶仰の労働)Jで実行する か森林組合に
委託して実行する場介が多く、 一 郎に素材'1=政業.fi.への¥7.水処分が>.!.られる つ
( 3 )ぷ材生成業者・の間伐生応構造
表 5 6 素材・ 生産業.fí. の li1J伐実行状 i~ (1988年)
林 森林保 i:場丸 年間 1m伏 足場丸 従事者数
イT面舵 兼 ~ 木生政 間伐 本数 太'1=.T'F. (内家族労)J)
家 聡 やE 開始年 面積 本数
(ha) ( ha) (本 〉 〈本 ) (人 )
A 不明 シイタケ'1=産 1969 8. 2 7500 7500 2 () ) 
B 20 シイH'T.sli 1984 0.8+α 1200 1200 1 (1) 
C 7 シイ付生産 1970 4十α 1700 1700 t1 (4) 
D 18 シイタケ'1:flg 1974 18.5 12600 10000 3 (2) 
E 6 1966 50 10440 9940 3 (1) 
F 15 1965 20 13500 13500 3 (2) 
G 24 1975 2. 6 4000 3700 1 (1) 
H 4 1979 2 2000 2000 1 (1) 
なし h伐材'I=.沌 1969 5 3500 3500 1¥ (2) 
J 2 木材rli助勤務 1964 1250 1250 1 (1) 
資料:i面接聞き取り調査結束から作成








るか、以前と比べ立木での買い付けが地加している 0， E. Fは伐保ノトの眺入
も行っているため、他の業.x-に比べて取扱はが多くなっている。しかし1=_}:n :，tの
多少に拘らず、日常的には家脹労働のみで間伐生産を行っているが、必要時に労
働者を臨時}(Í!川する 。 門家労働点で IIU 伐生バ~を行っている林家と大 JC がない c し
かもシイタケ生産を旅業しているポ材生産業有は、林家の第 4 タイプと同じ就労
・ 所制 H~造をもち、 IIU 伐生雌に対応をしていると与えられる
( tJ) IU伐コストの比較分析





本買いの素材l1:産業.fi-および森林組合である 各主体の間伐生産コストをみ 5 
-7に示した。まず、年業林家の間伐生産コストをM家のが例で比ょう。 M家の
森林保有面積 140haのうち人て林而硝は 120haである。雇用労働省・は 4人で保白
および間伐作業に従、Fしている。間伐はすべて雇用労働者によって尖行されてお
り、 1日伐材は林内伐掠状態でポ材業.fi-に販売される。生産コストには選木、伐採、
議IJ皮までの 'J~m と、林地整理 'f1 (間伐の下準備として行う下メiJ = 削除刈 1~J1J )が






表 5 7 生産主体別rm伐材生産コスト(1 .4正当たり )
単位:本、 flJ/本
生産主体



















































































? 4903) 8503J 550 670 600 642 
45 75 




3 )各 JJ111 の介計と住民~ コスト計は必ずしも 一致しない
4)この外に2m材58本を生産している
5)a， b， C ・ ・・は各'jC例を示す
次に AE材 I主席~.rrの江本買いの場合の間伐生産コストについて見る ぷに・H例
的にぷしたのはその以低1町と故高値である。立木i'1、伐保1'1、/1¥材1'1は、!U.I伐対
象地の屯地条件、林齢、IlU伐木の形状、間伐率、 1.l:的まとまりですーによって大きく
左右される なかでも 'I地条件と量的なまとまりは '11~ なコスト ~I~ であり、林




去があるものの、販売単価から ~J:ff.コストを是し ~I ~ 、 た素材生陀業者の利潤はほ
とんど変わらず、ゼロに近し、。すなわち、間伐材の販売金額から件純白用 (資本
装備の減価償却 1'1を合む伐採 ・ tI\材 1'1 ・ 販売 'f1 ) を l~ しヲ I~ 、た伐りは立木代とし




















~fi したのは 1974 1ドからである 。 その後、 1978年には販売活動を強化し市場開拓を
凶っている。1980年頃までは大阪を中心に静岡県までの範囲を版必閣としたが、
愛媛県から大阪rli場への小径丸持加工品の流人を史般に、関-*ん IWへ販路を転換
してきた 。 また!坂路の拡大に作って、抗 ・ 支柱川阪本を間伐材の IIJI がり材に変~
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し、製品も足場丸太を哨加させるな どの対応を とっ ている。 さらに、198711:，こは
新潟県で展示即先会を開催し、また、 1988年には愛媛県の製品の凶京市場での流
通枇拡大に際 して、愛媛県森辿から抗製品を買い入れ宮川村森林組合のブラ ン ド
で版先するな どのリi場対応で競合1"]避とシェアの拡大を図 ってきた。
み 5 8 官川村森林組合加工事業の推捗
単位 :T本. m 3. 千円
年 度 1983 1984 1985 1986 1987 1988 
，t:_ 足場丸太 35 37 53 65 64 72 
J'n 抗製品 537 568 633 613 598 740 
-・ー・・ーー'ーー.--咽'ー・ー ーーーーーー 骨ー骨骨喧・ーーー-ー骨骨ーーーーーーーーーーー圃 ーーーーーーーーーー骨骨ー-骨骨量'骨骨骨骨喧喧..--ー・ー・ー
11( ぷEA3 572 605 686 676 662 812 
製材品1) 881 928 984 846 896 986 
収 抗・足場 143.909 157.534 174.177 181. 122 182. 157 197.675 
製材品 3. 138 37.237 4.070 43.536 41. 125 43. 265 
収 人 その他 12.646 16. 154 18.597 30.446 16.550 3. 288 
ーーー ーーー ーー・・ーーー曲---ー・・・ーーーーーーー・ーー・・・・・・・・ーー・.--骨骨骨司胸骨申骨骨骨骨骨骨骨骨骨・・ー轟轟晶画---岨・・・・・・・・ーーーーー -ーーーーーー
t口』 ι計 189.693 210.925 236，844 255.104 239，832 274，228 
t'1 原木i'1 124，313 133.088 144，156 146.888 148，208 152.689 
人件費 18.160 21. 016 25，731 29， 145 28.827 31. 719 
文 JlJ その他 25，803 28.931 28.798 27，659 30.333 32.713 
ーーーーーーーーーーーー ーーー ーーー ーー -.・ーーーーーーーーーーー-.・司 ・ー・ーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーーー ーーーーー ー
15' 168，276 183.035 198，685 203， 692 207.368 217. 121 
利 益 21.417 27.890 38. 159 51.412 32.464 57. 107 
資料 :宮川村森林組合内部資料
住 1)虫!-U品の中には木工品のJ仁産量を含んでいる
1983年以降の)JI工・H業の収文と小怪材加工品の'j:_s在日を示したのがぷ 5 8 
である。年度によ って若fの変動はあるものの、 hl場丸太、抗型品、製材品 とふ
f主席 ;t(は増加傾向で推移し、それに伴って収入も安定した伸びを示すととも に、
毎年利益を計 上 している 。 加 工 ・J~~ の中心は足場丸太および抗製品なので、以ド
それに限って)JIII.'H ~の内容に ついて具体的な数制を用いて分析をすすめる 。
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閃 5 2は、白川村森林組合加工事業における原本・製品イ1人と起場丸A .
抗製品版元の疏れをまとめたものである。 まず、原本仕入からみると、既述のよ
うに大台町の 2瀬谷木材と丸天木材市場および飯高町森林組合の各市公di場から
主に仕入れており、その中でも三瀬谷木材からが最も多い。 悲 ~ 5 ~ 9に三瀬谷
木材から口い人れた小符材の長級別 ・形状別内訳を掲げている 此級別では、市
場での取引はがM:も多い7m...8. 5m材(以下7m材と略す)および5.5m....6. 5m材 (以
下5.5m材と略す)を中心に仕入れており、両方で仕入本数の85%に述する。そし











































伺避をrI 的とするが、大 :Ir 注文への対応の上からも杭製品の備品の必~I二、主要
な立味を有している
次に製品販先についてみよう ，凶 5 -2にも示したように、足場丸太の販売
は|均点)iIlJfが46T本でJE倒的に多く 、全体に占める割合も 8'.I.!1Jを越えている 販







1. 5 9 =三瀬芥木材から仕入れた小径材原木の内ぷ (19881: J立)
長級 "aJ"ル1r32 本数 比率 最高値 最低値 平均 It1(両
(m) (本) (~) (円本)(円/本)(IJ /本)
915 1.6 370 180 246 
4 2. 276 3. 9 500 250 443 
4.5 4.788 8. 2 800 300 502 
5 276 O. 5 700 300 520 
ーーーー-_.肺咽・ー骨骨骨骨骨骨骨帽骨骨骨骨ー・・ーー・静・・・・岨ーーーーーーーーーーーー ーーーー.骨骨帽骨骨事骨ー・・嘩ー岨・・・・晶画・・・・・・ーーー
15.910 27.2 1.300 450 697 
5.5 lU小1り 2.782 1.200 600 926 
出lり 2. 113 1. 150 650 876 
6. 5火山り 8. 124 800 450 573 
その他 2.891 1. 300 450 694 
ーー ーー ・・・ 4・4跡事唱曲・・・・ーーーーーーー・・・・・ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー 骨骨申骨皐申申事ーーーーーーーーーーーー ーーーーー
33.911 58 1. 450 500 952 
1(小1り 8. 177 1. 450 800 1. 142 
7"" 8 1J1り 9.279 1. 350 770 1， 067 
大1り 13.804 1. 200 500 764 
その他 2.651 1. 350 550 934 
ーーーーーーーーー 晶画ーー・・・・・・・・ー・・ 圃骨画面 司ー ・ ーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーーーー--ーーーーーーー，骨骨骨骨.曙骨骨
372 O. 6 1. 600 1， 000 1. 378 
ーーー・ー晶画ーーーー・・ーーーーーー岨曲晶画ーーーーーーーーーーー・ーー ーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーーーー ー司 ー--ーーーーーー ・







5 1 0に示すように、主要な長級規格は限 られている。販光本数が上位の 5つ
の長級規格でみ;数の69%、金制の43%を占め、 |二{、rl2位までで本数の90%、金制
の75%に達する つまり 、長級の刷では標準化がすすんでいる と比られる。そし
てこの長級の牒ホ化は在庫管理を比較的容易にしていると与え られる
J:c. 5 -1 0 抗・足場丸太の長級別販売内，V<(1988年度出川村森林組合)
Ij.位 m、本、下円、%
販売本数 販売金額
長級 本数 比率 累積比 金額 比}tミ 累積比
総数 684.317 100.0 100.0 206.306 100. 0 100.0 
ーーーーーーー -ーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーー・-ーーーーーー圃画ーーーー-.・ ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー，ー，ーーー，ーーーーーー，ー申・
1.8 127.640 18. 7 18.7 35. 145 
1.5 100. 101 14.6 33. 3 21. 560 
1.2 88.399 12.9 46.2 11. 575 
0.6 84.881 12. 4 58.6 8，565 
70.826 10.3 69. 0 7.342 
O. 9 47.816 7.0 76. 0 5.754 
2 24. 375 3.6 79. 5 8，212 
6. 3 19. 022 2.8 82. 3 25.000 
4 14.929 2.2 84. 5 9，909 
2. 4 13. 456 2. 0 86. 5 7，942 
3 13. 163 1.9 88. 4 8.230 






10. 5 29.2 
5.6 34.8 
4. 2 38.9 
3.6 42.5 
2.8 45.3 
4. 0 49.2 
12. 1 61. 4 
4. 8 66.2 
3. 8 70. 0 
4.0 74.0 
0.6 74.6 
表 5 1 1 M..足場丸太の取引事例 〈宮川村森林組合19881rJSt
業者 ハ B 
JJ~ U 抗製品 足場丸太 抗製品 足場丸太
版元本数 40， 327 4. 816 51. 188 2，644 
取引いl数 28 16 34 14 
平均取リ|本数 1. 440 176 1. 506 189 
ーー ーー ，ー ー ーーーーーーーーーー 圃ー・・ーーーーーーーーー -ー_.・ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー
500.-1>: A¥:満 2 16 2 
lu 500 1，000 
~ 1.0001.500 7 
り 1，5002，000 8 15 
取 2，0002，500 5 4 
~I 2，500 3，000 







70，571 1. 107 
4 15 
1. 604 74 












引坑も大きい J!<. 5 Iは、取引泣を主要な 3業者についてはたものである
足場丸太では 1[I~ 、当たりの干均取引品は 200本止まりだが、抗製品については、
l 凶当たりの取引本数は千均で 1500~前後であり、その分布も 1 ， 500~ -2，000本































してな場する。従って、 A材dJ光市場の分析を通じて、森林組合加I.'J玉栄の }.J.~ 聞
による地域の間伐生産の促進効果を間接的に把射することができる。 2di.l;必とも
ー 119
取扱い内容に大JFがないので、ここでは小径材の 3分の 2を取披う ニ瀬谷本材の
市場を分析する
、可市場の1989年度の小笹材の取披5tは60-65万本でその約 3分の lが宮)1村か





3-4加lが足場丸太むけに利川される抗材、直材 ・小曲材 (ー 部ー1材を含む)であ
り、残りを抗加工mの曲材、大1材および特大1材が占める
さて、 5.5mおよび7m材について形状別に 51f.IlUの本数変化を小したのが点 5 
12である。ただ、各年とも10)Jの l同市分のデータであるため、年1の、ド均数
1lf(はぷせないが、おおよその傾向をつかむことはできょう 要点を摘記すると次














4長 。 1 2 
三瀬谷木材のI!J場における小径材取扱liと森林組合買取りシェア
単位:本、%
長さ 形状 1985 1986 1987 1988 1989 
『打 .1 (本) 11. 739 10.629 9.279 5.653 11. 050 
場 5.5 li'l小 17.3 23.9 21. 2 19.8 15.3 
取 IU 16.5 23. 1 23.6 17. 5 17.8 
扱 6.5 大1 44. 3 39.8 42. 1 43.9 45. 3 
i止 その他 21.9 13.2 13. 1 18. 9 21. 6 
と
J~ 1ft・(本) 11.17211.29711.702 4.632 12.724 
状 7 1・itj¥ 25.9 30.5 25. 8 31. 5 21.0 
})!J 1 21.7 27.5 25.7 21. 8 23.2 
内 8 大1 44. 1 36.4 43. 9 39.3 47.4 
a沢 その他 8. 3 5.6 4. 6 7.5 8. 4 
小.H':UI 2.3 9. 2 23. 8 1.8 6. 0 
松阪 18. 1 13. 8 9.9 24.3 20.6 
ぜi小?守JI 1.8 15. 1 20.2 
5. 5 松阪 18.2 18.6 7.6 19.7 19.5 
森 1 ~o;~ J 1 0.5 21. 3 23. 0 4.5 
林 6.5 松阪 43. 0 23. 1 30.5 31. 3 39. 0 
手』 大1 ':{川 4. 0 1.5 25.8 4.2 8. 3 
バr〉I、 松|坂 17. 1 3. 7 1.8 27.5 16. 1 
只‘ その他日川 0.5 O. 8 24. 5 6. 5 
取 松|仮 1.2 J 9.3 2. 8 15.4 15.7 
り 小 J卜':;~J 1 10.8 18. 4 15. 2 4.9 12.5 
iノ 松阪 17. 0 18. 1 9.8 28.9 15.7 
コ二 lrf小下UII 12.3 18. 0 8. 7 8.0 6. 4 
ア 7 松阪 8.7 13.5 5. 6 4.2 5.8 
IH 日川 17. 1 21. 0 5. 0 O. 7 9.5 
8 松阪 25.7 25.3 15. 4 26.2 15. 9 
大LUI日川 8.9 J 8.6 25. 4 5.8 18. 1 
松阪 20. 3 15.3 9. 1 53.5 22. 8 
その他古川 6. 6 10. 4 4.5 
松阪 2.5 25. 4 8. 0 1. 5 
資料:三瀬谷木材各年10月の 1岡市分の伝票により作成










j止さ 形状 198511': 1986 1987 1988 1989 
直小 801 99 106 130 130 
5.5m dl 683 101 102 136 130 
総 大曲 378 110 100 159 170 
6. 5m 計 513 113 112 151 150 
ーーー骨骨ーー・ーー，骨骨骨 ー ・ー ーー ー-唱曲ーーーーーーー ーーーーーーーーー ーー・・ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー
数 直小 1. 071 98 101 122 131 
7m 曲 897 98 98 131 136 
大出l 605 97 94 145 144 
8m 計 679 103 99 137 137 
直小 94 107 92 
5.5m 曲 95 111 111 91 
~ÿ: 大曲 87 97 112 91 100 
6.5m 小計 81 133 99 71 87 
ー・ーー・ーーーーー ーーー ーーー ーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー
J 1 直小 86 92 102 93 95 
7m 曲 94 102 115 85 98 
大山 95 102 101 90 97 
8m 小計 97 98 89 93 89 
ーーーーーーーー ー・・ーーーーーーーーーーーーー・ーー ーーー曙骨骨骨ーー.--ーーーー・ ーーーーー，ー 骨ーーー-_...-ー ーー ー ・ー・・ーーーーーーーー
直小 89 82 90 95 96 
5.5m 曲 96 103 102 95 103 
松 大曲 101 110 99 109 106 
6. 5m 小計 107 110 120 99 106 
ーーーー ・ーーーーーーーーーーーーーー 苧ー ーー"ー骨骨ーー--・事 '司・ー ーー ーーーーー骨ーー曲ー・・ーーーー ーーーーーーーーーー
直小 80 87 84 89 88 
阪 7m 曲 100 100 93 98 99 
大山 92 103 104 103 103 







次に、 511' 1日の価棉変化をぷ 5 13でみよう a 各形状の材の 198511~ 平均価怖
を 100とした指数で各苛の平均価格を示すと、 1986年-87年までは各形状の材と
もほぼ94-J 10で安定していたが、 1988年-89年になるとほぼ130-170の水準へ
と急臆しており、しかも、曲りの程度が大きくなるほど L対.析も人き t、。 これは
市場への出向ほの変化があまりない中で、需要の増大がもたらされたことを反映
するものだろう とくにこの傾向は抗加工用原木についておっし~，~ -}j、市場の
予均価栴に対する日川 ・官)1村森林組合 (以下宮川(村)森林組合と略称する )
および松阪市森林組合の端本し原水の相対価栴をとってみると、 198611:-87年には
岨小材を除く 1111 材、大 1111 材でほぼ;白川、松阪とも、ド均価栴を，('~ r-.1-.まわるノ'1<f(!~ で
落札しているが、 {dfi桁が;包七fi.した1988年-89年では符川(村)森林高I什の相対
価格は 85-100と辺に rlj場平均水準を下まわっている これに対し、松阪市森林

































197 411~ であり、 1978年ーからは製品の販売活動を強化し市場開妬を凶った さらに、
1988il~ からは愛媛県森述抗製 JIlt を買い入れ宮川村森林組合のブランドで u以ゾじする
などの市場対応で競合l叫避とシェアの拡大を闘ってきた。宮川村森林幸Il介は杭)1







抗)1L 4~へは接買い入れはじめた 。 これは木材 Ilí 場で間伐小径材質い十j けの競介
を ll~ 避し、間伐小径材を安定的に確保すること手!I指したものであった 。
124 
注( 1 )戦後の流通については、酒瀬川武五郎:宮川流域におけるふ材生成流通の
動向 くこp 凹良 a 編者~ 1本の林業問題 紀伊半島における林業の民間構造 一.
ミネルヴァ ~J}A'ぷ都， P518"'-'537， 1979年に所収)にAしく述べら れている。
( 2) '1 I止、近 Iの流通については、 三重県:三重県林業火 ・竺 弔県林業行政
のあゆみ .六，TcY，t. P 9 0 1 "'- 92 0 ， 1 9 8 8年に詳しく述べられている。
( 3 )浜江謙 -，( 現.c~l担保林務課)と の共同調子tの成民である なお、 J下細は浜
江謙二 :林家のi出伐行動に関する事例研究 一 三 屯県'出'川村の場介 ー， 1989 
年度京大j災課題研究， 1990年を参照のこと。
ー 125
















川町では IIU 伐を進める容体的な条件として、 tf~ .，に、林家にとって間伐は保 (f1 
的だけでなく、シイタケ生産のほだ木泣き場となるため、必吏-に応じてIU伐を行
う 第一に、コンニャク裁峨では述作持寄があり、畑地を多く必要とするため奥























は集結J怪談会などを辿して林家と意思疎通を図るとともに、 11=.1 I叶、 IUJ伐推進刀
聞を設定して 11伐を林家に働きかけてきた。下仁田町森林組介が11伐推進の上で
もっとも特徴的なことは、取に施業上の間伐の必要性を指摘するだけにとどまら
ず、 e 定地峡ごとに林内作業lHを有効に活用するのに欠かせない林道 ・作業迫の
開設と間伐実行，ilIlhjを林家に示していることである。森林組合のこの北 Ilj作りは、




























所イfの林家はj足業のほかシイタケ生産収入によって 1~:古の生計を営んでいる 19 
58年に森林組令共販所が開設されることにより、林家がIU接伐採 ・搬1¥をJrI~、生
産した材を販売することが Iザ能となった。そして、 林業所持に依存する林家は 1'1
己資金で制.u.1. 5m程度の簡封の作業道を開設し、 「チクスイ とよばれる林内作
業巾を利川して間伐材を搬出できるようになった このように林家の主体的な動
きによって伐綜 ・搬出は押し進められてきた -)j、ぷ・材流通の面をみると、小
[li材は吋初 F流域の AllI地)Jに送られ加工されていた 3 しかし、大正後JUJより町
内に製材仁場が設立され、木材統制却jを経て小[14tfJ.材は大下を地元で)JILするよ
うになった。町内の製材 [場は桜材生産を中心にしていたが、現在は 1地!Jj-J敬肘




























要である R 小同町で生産される間伐材は、個々の林家から出材されるぷ材の ;1・は
わずかであるとともに分散的に 11¥材される。そこで共版所では径級 13cm下のぷ材
は波数の山材-(fのものをーつにまとめて艦〈合わせ搬)を作って入札し、 f製材業








仰と製材業".の大-:.1il~ 1~ を調整する機構として rlJ場が必要になる υ この均合民間
の巾一場でも 1. )じような機能を保ち得る しかし、惜の作りんによってふ討の価絡
が抑えられる'iJ能性があるなど、 di場で出荷"サイドにたって雄作りがなされて







り、林家の IlU伐の必2!!性についての認識は尚い 15年生ごろから 30年生ごろまで
の間伐林分からは比較的完満な間伐小径材がlt庄できる。IU伐小径材の生産は、





以前より hl場丸太の生産地として知られており、現在でも辿 111 な間伐小俺材はよ~
場丸太として全国に流.illiしている c 宮川村に隣接した大台IIfrには 1日伐小径木を!s
{Jj・販売する木材市場が存在している。市場では|削伐小体材を足場丸木舟と抗加
L用に仕，沢しており、 JE.tJ.;~丸太は雄投資材 |旬以などに 、 抗}J1f (用は以内の森林系Il
作抗加工施，没、個人の杭加工業省へ流通している。木材 di均は間伐小符材の販必
拠点であると I，~時に抗加工用の原本を大量に捌述できる場となっている また、

















た さて、土作 .v'cの;1.1:J!j 先は以前は稲かけを代表とする j良川利川と~:t珠の益殖
いかだであったが、しだいに街路樹や公閣の緑化水の立件などが榊加してきた肉
これら緑化・H淀川のえ件 ・抗は一時期に大量に注文が入り、知lJVJ IUに製品をr--'Ij 
する'J$が必要となる そのため、抗加工事業は、;首長に対応して大川に ~tPE でき
ること、大:1にイf:J引を賄;保できること、必史ー な場合には他の抗)11.:決行より製品lI
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上林町・郎:I出伐におけるI止油伐/1¥)j法の体系化に|則する研究 熊本山林業研究指
導所 第26号研究報作 P110-141 1984年
盟f川J定ぷ :若手林業労働)J陥似 をめ ぐる新たな動 き 熊本県小l司IIJ.悠本庄業
( 株 ) を・J~ 例に ー 林業経済研究 ~ 0 119 P68-75 1991 年
熊本県:阿蘇地域森林計 1~lj 1 ~F 1989年
熊本県林務水産部:熊本山林業統計~覧 各年度版
州瀬川式Lt~郎:宮川流域における木材生産流泊の 9VJl.iJ C、|生川良 s制.fi: 1小;の林













枚目1J事正;・ i~t[ 点 - : I出伐実行メカニズムの経済分析 白川村高林組合の経?:i-
行動を 1I1心にして ?1~IOlll川 l 本林学会発ぷ論文集 P 4 1 -42 19901' 
枚問月i玄:雌D;t三六 HU伐J主席の組織化と森林組合純計のJ必1mに|則する研究 -
if{ 1'，!叫川村森林組合を・H例として 一 京都大学)~学部副判林柑 ~Ir ?1S 62~;. P 138 
-154 19901'. 
枚川邦法:森林組合による IUJ伐の組織化に閲する研究 f('丸山ト'{-川IUJ森林組合
を事例にして 第102恒!日本林学会発表論文集 P69-70 199111' 
枚旧邦宏 ・松ド千:li] .藤掛一郎 ・小野 理:出伐実行と森林組合の役 '~1J 熊本























また、資料収集、 ojJ~J 調査等では、林野 Jj'間伐対策t街、全I、i森林組合辿合会、
アンケートにごIJ答いただいた全1414M ~I，~の間伐 llt 巧者のみなさま、さらに、
事例対世地のi作品以庁、 三1]県庁、熊本以Jj-'および出先と町村職員のみなさま、
そして、特に白.f(な舟煩を多数閲覧させていただきました宮川村森林組合、 下{
田町森林組合、小同町森林組合のみなさま、その他林家、ぷ材生産業:点、製材業
者、市場関係.('iに聞き取り調査にご協力いただいた あらためてお礼Ijlしtげる
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